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和算との出会い・・・「はじめに」にかえて 

 まずは。この漫画を見ていただきます。 
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私が愛読していた月刊誌「少年」に連載していました「矢

車剣之助」（堀江卓・作画）の昭和３４年（１９５９）１

１月号別冊付録の一場面です。 

 私が江戸時代の我が国の数学（いわゆる和算）に出会っ

た最初の場です。私の小学校４年生の時です。まだ三角形

の面積は習っていなくて、もちろん底辺というものも分か

りません。ただ、姉が６年生だったので、何となく「底辺」

という言葉が算数の図形に出てくるということだけは、分

かっていました。 

「二一天作の五」という言葉を読んだときは、何となく

昔の算数の勉強をしているんだなぁということは感じて

いました。いかにも江戸時代の算数という感じの文言です。

それで母に「二一天作の五て何？」と聞いたことがありま

した。母からは、「そろばんの九九だ」という感じのこと

を聞いたことを覚えています。 

 この漫画と出会ったときに、江戸時代の算数に興味を引

かれたのでしょう。高等学校で日本史の江戸時代の文化の

ところで、関孝和が「発微算法」を表したということが出

てきたときに何かワクワクしたことを覚

えています。 

 また大学時代には、古書店でこの「発

微算法」が並んでいるのを発見！ ほし

くて仕方がなかったのですが、とても私

には買えるはずもなくこのことがずっと

自分の心に残っていました。 

その後も新聞やテレビなどで算額のこ  

和時計 
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とや和時計のことなどが報道されると、じっと見ていまし

た。神社に行ったときなど、奉納された額を見たこともあ

るのですが、算額には出会えずにいました。  

そんな折にたまたま京都女子大の平野先生から著書の

「算額問題の教材化 和算」が送られてきました。平野先

生とは、昭和４８年に私が新任の教師として中百舌鳥小学

校に赴任したときに出会ったのですが、小学校の校長を歴

任された後、京都女子大学の教授になられた方です。そこ

では何と「和算の教材化」を研究されており、関西各地の

神社の算額から小中高等学校で教材と成りうるものを見

つけ、教材にされていました。 

 平野先生は堺市内の神社での算額を探し、開口神社に戦

前まで算額があったことを発見。これの写しを入手されて

現代語訳と解法について先生とともに研究したことが、私

にとっての和算と直接かかわるきっかけとなったのです。 

 その算額は「算題十一ケ條」と題されたもので、堺ある

いは近隣に在住の者１１名が、文化元年（１８０４）５月

に開口神社に奉納されたものです。現物は残念ながら、第

二次世界大戦中の昭和２０年（１９４５）７月１０日の堺

大空襲で焼けてしまいました。その前に写しを作成されて

いたようで、昭和５０年４月に同寺で保存されていたもの

を整理され、「開口神社史料」として発行されていました。

これが残されていたのが幸いしました。 

 １１問の内、私が担当した１問を次のページに掲載しま

す。 
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 これは、多川虎蔵という

算術好事家が作った問題で、

甲、乙、丙と名付けた、大

きさの違う正方形があり、

それを積んでいったときに

その個数はいくつあって、

またその数をどのようにし

て求めたのでしょうか、と

勝手に読み解きました。 

 その問題の後ろに「答日」

とありますが、これは「答

えて曰く」と読み、その後

に答えと説き方を説明して

いるんですね。しかし漢文

なのでなかなか手ごわいで

す。 

 こんな風に、江戸時代の算額を少しずつ自分たち（平野

先生と八木先生、そして筆者の３人）の力で解いていくこ

とを常としました。直接、算額と向き合った最初です。次

第に少しずつではありますが、問題文の意味が理解でき、

またその解もなんとか読めているなと感じ始めてきまし

た。となると、和算の面白さが何となく分かってくるよう

になってきましたね。 
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和算とは 

 和算とは、隣国中国伝来の数学をもとに、安土桃山時代

から江戸時代初期にかけて宣教師たちが持ち込んだ西洋

数学を、日本の数学者たちがブレンドして創り上げたもの

と言われています。それを独自に研究しそれを深めて次第

に日本全国に伝わっていったようです。 

また算額は、江戸時代に和算の好事家たちが、自分の数

学にかかわる問題を作り、それを額に仕立てて神社に奉納

したものです。まるで、自分はこんな問題を作ったがだれ

か解ける者がいるかと、訴えている、自慢しているかのよ

うです。その算額を見つけて問題を解けた人は、新たな問

題を作り、神社に奉納することもしていました。このよう

に互いに挑戦しあっていた人たちがいたのも事実です。 

 さて、和算といえば有名なのが先ほど少し触れた関孝和

ですね。でもその前から和算書は多くの人たちによって作

成されて書物として発行されていました。毛利重能や百川

治兵衛、吉田光由、今村知商たちです。ちょっと年表形式

で見てみましょうか。 
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堺出身の和算家・田原嘉明 

 さて、いよいよ表題にある堺出身の和算家・田原嘉明の

登場です。 

 まず、堺市史（１９２９～３１年刊行）で確認をしまし

ょう。その第７巻には次のように書かれています。 

「田原嘉明は堺の人、始め姓名を坂重春、通稱を宇右衛門

と稱した。後田原義明と稱し、通稱を仁左衛門と改めた。

承應元年新刊算法起を、同二年榎並和證參兩録を著した。」

と。名前を解明したことと、和算の書物を著したことが書

かれているだけです。分かったのは、堺にもこんな算学者

がいたんですよということだけです。 

 そこで、平野先生か

ら「新刊算法起」の活

字版を提示していた

だき、それを読み解く

ことを始めました。 

 田原嘉明は、その著 

「新刊算法起」の奧付 

（右写真注１）に書か

れているように「堺大

小路口」に住んでいま

した。大小路の入り口

となるところですね。

で、早速元禄２年（１

６８９）の堺大絵図で

確認をしましょう。 
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この地図は上

を東向きに置い

ていますが、大小

路筋が土居川に

かかる間際に、田

原家の家があり

ます。先の書物の

奥付に書かれて

いるとおりです。 

地図を拡大してみます

と、何となく「田原」とい

う文字（赤枠内）が読めそ

うですね。 

このように、家は堺の街

の大小路に面しています。

当時の大小路というのは、

堺の街を南北に仕切った、

いわゆるメインストリー

トにあたります。豪商の屋

敷が立ち並んだ通りなのです。ただ、田原嘉明自身は医師

だったかもしれません。医師注２だったとすれば数学には興

味が高く、吉田光由や百川治兵衛たちの著書をむさぼり読

んだことは大いにあったでしょう。 

 

土
居
川 

大
小
路 

田原家 
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 田原嘉明が子どものころから、大小路周辺の商人からも

影響を受けて、常に算盤や計算にも触れて育っていたこと

も十分に考えられるところです。そういう成育環境だった

からこそ、和算の世界には抵抗なく入れたのでしょう。 

 彼の「新刊算法起」は、数の起こりや面積などの基本図

形の計算方法はもとより、他の和算家とは少し違って、純

粋な数学というよりも具体的な場面を取り上げて、その計

算方法の説明もしてしており、どちらかというと、算学が

趣味というよりも、実学的なものとしてとらえて研究を進

めていたようです。これも実際の物を取り扱っていた商家

が、自宅の周辺に建ち並んでいたという環境の中で育った

からこその視点であったとも考えられます。 

 ただ、「新刊算法起」下巻の跋文に 

「窺ふに當代算法乃祖師 嵯峨ノ吉田佐渡ノ百川此か

たかたをさしおき下愚か分として算法起と外題をうつ事

ハ誠におそ連あり（窺うに、当代算法の祖師、嵯峨の吉田、佐

渡の百川、この方々を差し置き、下愚か分として、算法起と外

題をうつ事は、誠におそれあり）」 

と書いていることから、嵯峨の吉田光由と佐渡の百川治兵

衛に敬意を表するとともに、自らを愚か者と置いているこ

とが分かります。関西人独特の謙譲の精神を普通に表した

のかもしれません。 

 では、次にその「新刊算法起」を見ることにしましょう。 
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3新刊算法起を読む 

 まず我々が読んだのは、新刊算法起の序文です。読み下

し文で読んでみましょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 意味の詳細は割愛しますが、前半は算術がどのようにし

て起こったかを中国の易法に起源をおいた決まり文句で

書き、後半では、和算家の吉田光由著の「塵劫記」の存在

を前提に、これが世間で使われるにはよく理解できていな

い人たちのためにも、多くの具体例を集めた旨が書かれて

います。この後半の部分が、「新刊算法起」としてまとめ

出版した田原嘉明の思いなのでしょう。 

 では、次にその上巻の目次を提示します。 

新
刊
算
法
起
序 

 

夫
レ
算
術
ハ
古
ヘ
包
犠
氏
ノ
天
下
ニ

王
タ
ツ
レ
ト
モ

也
。
仰
テ
ハ

則
チ
象
ヲ
於
天
ニ
俯
テ
ハ
観ミ

、
則
法
ヲ
於
地
ニ
観
ル
。
粤こ

こ

ニ

龍
馬
ア
リ
河
ヨ
リ
出
ズ
。
遂
ニ
其
ノ
丈
ニ
則
テ
以
テ
八
卦
ヲ

書
ク
。
八
ニ
八
ヲ
乗
ジ
テ
而
易
ト
作
ル
也
。
因
テ
以
テ
無
極

太
極
ノ
妙
ヲ
探
ク
リ
。
両
儀
四
象
五
行
之
位
定
マ
ル
也
。 

日
月
ノ
運
行
四
序
ノ
循
環
誠
ニ
以
テ
萬
代
不
易
ノ
法
也
。

大
イ
ナ
ル
哉
聖
人
ノ
徳
為
ル
コ
ト
矣
。
升
ズ
シ
テ
普
天
ノ
理

ヲ
考
ヘ
歩
マ
ズ
シ
テ
、
卒
土
ノ
法
ヲ
盡ツ

ク

ス
。
況
ヤ
其
ノ
餘
ヲ

ヤ
矣
歟
。
巫
醫
商
蕒
百
工
律
呂
井
田
軍
義
ノ
法
胡
爲
ニ
ソ
之

ヲ
棄
ン
也
。
其
玄
妙
ニ
至
テ
ハ
不
勘
不
才
ノ
既
所
ニ
ア
ラ
ズ

也
。
前
キ
ニ
塵
劫
記
有
。
世
ニ
行
ハ
ル
於
、
心
ヲ
捧
ヘ
頻
慣

フ
ニ
呂
タ
リ
ト
雖
モ
、
早
ニ
其
ノ
固
陋
ヲ
忘
レ
テ
、
聊
カ
童

蒙
ノ
爲
ニ
之
ヲ
集
ム
。
鹿
ク
ハ
明
達
ノ
笑
ヲ
生
ル
コ
ト
莫
シ

矣
。 
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金銀 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とあり、第十一からは、その具体例を挙げて記しているこ

とが分かります。その中から、堺ということで、第十の「行

基菩薩の御検地の起」から、第十四の「知行算」までを 

読み解きました。 

 なお、その読み解く部分を、原文の活字と読み下し文及

び、それの現代語訳で表示し、その後にその問題の解法を

記しておきます。原文そのものに触れたい場合は、この書

の最後の資料ページを参照下さい。 

第
一 

 
九
々
の
起
り 

第
二 

 

八
算
の
古
事 

第
三 

 

見
一
掛
算
の
古
事 

第
四 

 

升
の
起
り
糧
の
数
字 

第
五 

 

小
数
付
金
銀
分
兩
枚
の
字 

 
 

 
 

ノ
起 

第
六 

 

大
数 

第
七 

 

軽
重
の
法 

第
八 

 

寸
尺
付
六
尺
五
寸
一
間
の 

 
 

 
 

起
り 

第
九 

 

田
の
小
数
付
九
ケ
條
定
法 

 
 

 
 

の
起
り 

第
十 

 

行
基
御
検
地
ノ
起 

第
十
一 

検
地
算 

第
十
二 

池
ノ
水
積 

 

第
十
三 

普
請
遠
近
割 

第
十
四 

知
行
割 

第
十
五 

蔵
ニ
米
積 

第
十
六 

遠
近
算 

第
十
七 

内
を
外
に
見 

外
を
内 

 
 

 
 

ニ
み
る
算 

第
十
八 

木
わ
た
う
り
か
い 

第
十
九 

切
米
さ
ん 

第
二
十 

込
米
さ
ん 

第
廿
一 
し
や
う
ふ
わ
け
口
傳
之

法 

第
廿
二 

酒
の
う
り
か
い 

第
廿
三 

味
噌
た
く
さ
ん 

第
廿
四 

月
不
知
の
次
第 

第
廿
五 

夢
想
算 
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第
十 
行
基
御
検
地
ノ
起 

 

行
基
菩
薩
ハ
泉
州
大
鳥
郡
家
原
寺
に
て
白
鳳
八
年

戊
辰
ニ
御
誕
生
被
成
十
八
ノ
御
と
し
よ
り
御
宣
旨
を
受

ま
ひ
日
本
ノ
御
検
地
を
あ
そ
は
し
則
御
け
さ
に
六
角
八

角
丸
物
長
よ
こ
ノ
つ
き
〱
ノ
御
け
さ
に
て
田
地
の
ほ
り
を

さ
た
め
家
原
寺
門
前
よ
り
打
は
し
め
た
ま
へ
り
則
上
田

中
田
下
田
と
て
三
ケ
所
是
あ
り
今
に
三
ケ
寺
へ
一
ケ
所

宛
寺
領
ニ
め
さ
れ
て
其
後
日
本
諸
神
諸
佛
ノ
開
元
に
成

万
民
ニ
か
し
よ
く
を
お
し
え
御
検
地
さ
ん
を
ひ
ろ
め
さ
せ

た
ま
ひ
し
こ
と
た
ち
ま
ち
ノ
知
恵
文
珠
ノ
御
化
身
也
百

姓
ハ
不
及
申
万
民
ノ
祖
師
也
算
法
ニ
十
二
祖
師
あ
り
と

い
へ
と
も
商
賣
ノ
利
を
し
れ
る
ハ
此
祖
師
也
ゆ
ヘハ
商
実
法

起
四
ツ
ノ
法
ハ
銭
に
正
利
を
た
ゝ
し
て
五
寶
法
と
も
ほ
め

さ
せ
ら
れ
た
り
と
也 

 

第
十 

行
基
御
検
地
ノ
起
こ
り 

 

行
基
菩
薩
ハ
泉
州
大
鳥
郡
家
原
寺
に
て
、
白
鳳

八
年
戊
辰
の
歳
に
御
誕
生
成
ら
れ
、
十
八
の
御
歳
よ

り
御
宣
旨
を
受
け
た
ま
い
日
本
の
御
検
地
を
あ
そ
ば

し
、
則
御
け
さ
に
六
角
八
角
丸
物
長
横
の
つ
ぎ
つ
ぎ

の
御
け
さ
に
て
田
地
の
ほ
り
を
定
め
、
家
原
寺
門
前

よ
り
打
わ
し
め
た
ま
え
り
。
則
ち
上
田
中
田
下
田
と

て
三
ケ
所
是
あ
り
。
今
に
三
ケ
寺
へ
一
ケ
所
宛
寺
領

に
め
さ
れ
て
、
其
後
日
本
諸
神
諸
佛
の
開
元
に
成
る
。

万
民
に
か
し
よ
く
を
お
し
え
御
検
地
さ
ん
を
ひ
ろ
め

さ
せ
た
ま
い
し
こ
と
、
た
ち
ま
ち
の
知
恵
文
珠
の
御

化
身
也
。
百
姓
ハ
申
す
に
及
ば
ず
、
万
民
ノ
祖
師
也
。

算
法
に
十
二
祖
師
あ
り
と
い
え
ど
も
商
売
の
利
を
し

れ
る
は
此
祖
師
也
。
ゆ
ヘ
は
商
実
法
起
四
つ
の
法
ハ

銭
に
正
利
を
た
だ
し
て
、
五
宝
法
と
も
ほ
め
さ
せ
ら

れ
た
り
と
也
。 

 

読
み
下
し
文 

原
文 
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 この「第十」を読むと、和算の問題というよりも、遠い

昔（白鳳時代）に、知恵の文珠として民から慕われていた

僧行基が和算の元になるべく検地をすでに行っており、そ

の知恵を商売に活用することが大事だと述べています。実

際に行基がここまでされていたか否かは分かりませんが、

各地で池を造ったり、橋を掛けたり、道を造ったりと、当

時の民衆の生活をよくするための活動をされていたこと

を、この時代（承応元年・１６５２）においても行基の活

動として知られていたことが分かります。 

では、ここから、和算の具体例を挙げてまいります。 

第
十 

行
基
の
御
検
地
の
起
こ
り 

 

行
基
菩
薩
は
、
泉
州
大
鳥
郡
家
原
寺
に
て
、
白
鳳
八
年
（
六
六

八
）
戊
辰
に
お
生
ま
れ
に
な
り
、
十
八
歳
の
時
に
宣
旨
（
太
政
官

の
命
令
文
書
）
を
受
け
ら
れ
、
日
本
の
検
地
を
さ
れ
ま
し
た
。
袈

裟
に
六
角
八
角
丸
長
四
角
の
ツ
ギ
ツ
ギ
の
袈
裟
姿
で
田
地
の
堀
を

定
め
る
こ
と
を
家
原
寺
門
前
か
ら
始
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

上
田
、
中
田
、
下
田
の
三
ケ
所
あ
り
ま
し
た
が
、
三
か
寺
へ
一

か
所
ず
つ
を
寺
領
と
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
の
あ
ち
こ
ち
の

神
様
仏
様
の
開
元
を
さ
れ
ま
し
た
。
全
て
の
人
々
に
仕
事
を
教
え

て
検
地
算
を
広
め
さ
せ
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
知
恵
文
珠
の
化
身
で

す
。
百
姓
の
み
な
ら
ず
全
て
の
人
々
の
祖
師
で
す
。 

算
法
二
十
二
の
祖
師
が
い
る
と
い
い
ま
す
が
、
商
売
の
利
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
祖
師
で
す
。
そ
れ
は
、
商
・
実
・
法
・
起
の
四

つ
の
法
は
銭
に
正
し
い
利
を
た
だ
し
て
、
五
宝
法
と
も
褒
め
ら
れ

た
と
の
こ
と
で
す
。 

 

現
代
語
訳 
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第
十
一 

検
地
口
傳
之
法 

法
ニ
十
七
間
二
尺
超
八
分
と
置
間
よ
り
下
二

尺
超
八
分
を
六
五
ニ
て
わ
れ
ハ
十
七
間
三
二
と

成
是
左
右
ニ
お
き
か
く
れ
ハ
三
百
坪
と
成
田
之

法
三
ニ
て
わ
れ
ハ
一
反
と
成
田
之
法
三
ニ
て
わ

れ
ハ
一
反
と
成
右
十
七
間
ノ
下
二
超
八
を
六

五
ニ
て
わ
る
ハ
六
尺
五
寸
一
間
之
故
也
是
ハ
間

ニ
ち
ゝ
め
る
ニ
よ
り
六
五
ニ
て
わ
る
也
田
ノ
法
三

に
わ
る
と
云
ハ
一
反
三
百
坪
ノ
ゆ
へ也 

 
法
に
十
七
間
二
尺
超
え
て

八
分
と
置
く
。
間
よ
り
下
二

尺
超
え
て
八
分
を
六
五
に

て
割
れ
ば
、
十
七
間
三
二
と

成
る
。
是
を
左
右
に
お
き
、

掛
く
れ
ば
三
百
坪
と
成
る
。

田
の
法
三
に
て
割
れ
ば
一

反
と
成
る
。
右
十
七
間
の
下

二
超
え
て
八
を
六
五
に
て

割
る
は
、
六
尺
五
寸
一
間
の

故
也
。
是
は
間
に
縮
め
る
に

よ
り
六
五
に
て
割
る
也
。
田

の
法
三
に
割
る
と
言
う
は
、

一
反
三
百
坪
の
故
也
。 

 

読
下
し
文 

 

一
辺
が
十
七
間
二
尺
〇
寸
八
分
の

正
方
形
の
土
地
が
あ
り
ま
す
。
二

尺
八
分
を
〇
・
六
五
で
割
れ
ば
一

辺
は
十
七
間
三
二
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
二
乗
（
一
辺×

一
辺
）
す

る
と
三
百
坪
と
な
り
ま
す
。
田
の

法
三
で
割
れ
ば
一
反
と
な
り
ま

す
。
十
七
間
の
下
の
八
分
を
〇
・

六
五
で
割
る
の
は
、
六
尺
五
寸
で

一
間
と
な
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
は
、

「
間
」
に
す
る
の
に
、
六
五
で
割

る
の
で
す
。
田
の
法
三
で
割
る
の

は
、
一
反
が
三
百
坪
だ
か
ら
で
す
。 

現
代
語
訳 
原
文 
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解説と解法 

 当時（江戸時代）の間
けん

と尺との換算率は、０．６５注１３

でした。つまり「１間＝６尺５寸」です。だから尺以下の

数を間に換算するには、０．６５で割る必要があります。 

これが現代語訳中の初めからの４行にあたります。まず

一辺の長さを間の長さの単位に統一したのです。 

 この一辺の長さを二乗したのは、正方形の面積を求める

ためというのは分かりますね。 

 １７．３２×１７．３２＝２９９．９８２４  

            ≒３００ 

 つまり３００坪となります。 

１間四方の正方形の面積は１坪注１４ですので、上の場合、 

間（一辺の単位）×間（一辺の単位）＝坪（面積） 

となるんですね。 

 次は面積の坪を反への換算です。 

  当時は、１反＝１０畝＝３００坪 でした。 

 つまり、３００坪＝１反 です。 

 ちなみに、１坪＝１歩（ぶ）＝１間×１間 です。 

 ところで、最後の現代語訳にある「田の法３に割る注３」

というのは、歩の単位の値を畝や反の値に直すのに、３０

または３００で割って求めるので、この「３」を「田の法」

と言ったのです。所謂、定数ですね。 

 なお、１行目の「１７間２尺超えて８分」の「超えて」

は、その位が空位つまり「０」であることを表しています。 
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解説と解法 

 

 これは長方形だから、前段の正方形の面積を求めるのと、

基本的には同じなので、特別に説明することはありません。 

 面積は「たて×よこ」です、 

 ３０間×１０間＝３００坪 

        ＝１反 

ですね。 

 なお、３００坪が１反になるのは、先の問題と同じで、

「田の法３で割る」ことになります。 

 また「長注１０」は「ちょう」と読み、長い方の辺のこと

をいいます。 

法
ニ
長
三
十
間
ニ
よ
こ
十
間
か
く

れ
ハ
三
百
坪
と
成
田
ノ
法
三
ニ
わ

る
也 

 

法
に
長
三
十
間
に
横
十
間
掛

け
れ
ば
、
三
百
坪
と
な
る
。
田

の
法
三
に
割
る
也
。 

 

読
下
し
文 

原
文 

縦
三
十
間
、
横
十
間

の
土
地
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
掛
け
れ

ば
三
百
坪
と
な
り
ま

す
。
田
の
法
三
で
割

る
の
で
す
。 

現
代
語
訳 
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解説と解法 

 

 これは三角形なので、四角形よりもやや難ありです。し

かし定数さえ分かれば、な～んやという具合です。 

法
に
二
十
六
間

二
〇
八
七
と
お

き
、
二
〇
八
七
を

六
五
に
割
れ
ば
、

二
十
六
間
三
二

一
と
な
る
。
左
右

に
か
く
れ
ば
六

九
二
八
と
な
る
。

是
を
三
角
の
法

四
三
三
を
か
く

れ
ば
、
三
百
坪
と

な
る
田
ノ
法
三

に
割
る
也
。 

法
ニ
廿
六
間
弐
超
八
七
と
お
き
二
超
八
七

を
六
五
ニ
わ
れ
ハ
廿
六
間
三
二
一
と
成
左

右
ニ
か
く
れ
ハ
六
九
二
八
と
な
る
是
を
三

角
ノ
法
四
三
三
を
か
く
れ
ハ
三
百
坪
と
成

田
ノ
法
三
ニ
わ
る
也 

 

原
文 

 

読
下
し
文 

一
辺
が
二
十
六
間
二
尺

〇
寸
八
分
七
厘
の
正
三

角
形
の
土
地
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
内
、
二
尺
〇
寸

八
分
七
厘
を
〇
・
六
五
で

割
れ
ば
、
二
十
六
間
三
二

一
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を

二
乗
す
る
と
、
六
九
二
八

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
三

角
の
法
〇
・
四
三
三
を
掛

け
れ
ば
、
三
百
坪
と
な
り

ま
す
。
田
の
法
三
で
割
る

か
ら
で
す
。 

現
代
語
訳 
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 一辺が２６間２尺８分７厘の正三角形です。我々は三角

形の面積の場合は、高さを問題とします。「底辺×高さ÷

２」で求められるのを知っているからです。でも、今、こ

の問題では高さは不明です。一辺の長さのみが分かってい

るだけです。 

 で、解き方を見てみると、２尺８分７厘を０，６５で割

っています。１３・１４ページと同じで、尺を間の単位に

換算しているんです。すると一辺の長さは、 

０．２０８７÷０．６５＋２６＝２６，３２１０７・・ 

              ≒２６，３２１   で、 

   ２６．３２１間となります。 

読下し文では、これを「左右にかくれば注７」つまり「左右

において掛ければ」ということで、二乗するという意味、

平方を表しています。 

 ２６．３２１×２６．３２１＝６９２．７９５０４１ 

              ≒６９２．８ 

これが 

         １辺×１辺 つまり正三角形の底辺

を１辺とする正方形の面積を求めてい

ます。 

        ここに、「三角の法０．４３４注５」を掛

けます。０．４３４は正三角形の面積を求める定数ですね。 

 ６９２．８×０．４３４＝３００．６７５２ 

            ≒３００ 

   ３００坪＝１反ですね。 

 やはりここも「田の法３で割」ってるんですね。 
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壱
反
と
云
法
ニ
十
九
間
三
尺
一
寸
五
分
三
り

と
置
三
尺
一
五
三
を
六
五
ニ
わ
れ
ハ
十
九
間
四

八
五
と
成
是
左
右
ニ
置
か
く
れ
ハ
三
七
九
六
六

五
と
成
是
ヘ
円
法
七
九
を
か
く
れ
ハ
三
百
坪
と

成
是
を
田
ノ
法
三
に
て
わ
れ
ハ
壱
反
と
成
也 

 

一
反
と
言
う
。 

法
に
十
九
間
三
尺
一

寸
五
分
三
厘
と
置
く
。

三
尺
一
寸
五
分
三
厘
を

〇
．
六
五
二
で
割
れ
ば
、

十
九
間
四
八
五
と
な

る
。
是
を
左
右
に
置
き

か
く
れ
ば
三
七
九
六
六

五
と
な
る
。
是
へ
円
法

七
九
を
か
く
れ
ば
三
百

坪
と
な
る
。
是
を
田
ノ

法
三
に
て
割
れ
ば
一
反

と
成
る
也
。 

原
文 

読
下
し
文 

 

面
積
は
一
反
で
す
。 

直
径
十
九
間
三
尺
一
寸

五
分
三
厘
の
円
の
土
地
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
内
、
三

尺
一
寸
五
分
三
厘
を
〇
・

六
五
で
割
れ
ば
十
九
間
四

八
五
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

を
二
乗
す
れ
ば
三
七
九
六

六
五
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

に
円
法
〇
・
七
九
を
か
け

れ
ば
三
百
坪
と
な
り
ま

す
。
是
を
田
の
法
三
で
割

る
と
一
反
と
な
り
ま
す
。 

現
代
語
訳 
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解説と解法 

直径が１９間３尺１寸５分３厘の円の土地の面積です。 

今までの図形の面積と同じで、直径の尺以下をを０．６５

で割りますと、間単位の直径が出ます。 

 ０．３１５３÷０．６５＋１９＝１９．４８５０７・・・ 

               ≒１９．４８５ 

やはり、直径×直径で１辺を直径と 

する正方形の面積を求めます。 

１９．４８５×１９．４８５ 

＝３７９．６６５２２５ 

     ≒３７９．６６５ 

これが正方形の面積で、これに円法０．７９注６を掛けます。 

この０．７９は今までの課題と同じで、正方形から円の面

積を求める定数になります。 

 ３７９．６６５×０．７９＝２９９．９３５３５ 

             ≒３００ 

   ３００坪になりました。 

やはり田の法３で割って、１反が出ました。 

 

【別解】 直径の長さをｘ間（けん）とおく。 

 １間：６尺５寸＝ｘ間：３尺１寸５分３厘 

 ｘ＝３１．５３÷６５＝０．４８５ 

 （１９．４８５間）２＝３７９．６６５２２５ 

 ３７９．６６５×０．７９＝２９９．９２７４５ 

             ≒３００間２（坪・歩） 

 ３００坪＝30歩×１０＝１０畝＝１反 

十
九
間
三
尺
一
寸
五
分
三
厘 
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解説と解法 

       横の長さをｘ間とします。 

      300坪       ２間 

        ｘ間 

   ２間×ｘ間＝３００坪 

   ｘ＝３００坪÷２間＝１５０間 

となります。 

 この解法は、円の土地と、同じ面積の長方形の土地とを

交換するときや、円の土地を年貢の関係で面積を変えない

まま圃場
ほじょう

整備する際に活用できますね。  

右
の
三
百
坪
を
弐
間
ノ
よ
こ
ニ
し
て
長

何
ほ
ど
と
問
時
ハ
三
百
坪
と
右
ニ
置
弐

間
を
以
て
わ
れ
ハ
長
百
五
十
間
と
成

也
な
に
ほ
と
に
て
も
置
用
お
な
し 

原
文
（
１８
ペ
ー
ジ
の
問
題
の
続
き
） 

右
の
三
百
坪
を
二
間
の
よ
こ
に
し

て
、
長
さ
何
ほ
ど
と
問
う
時
は
、
三

百
坪
と
右
に
置
く
。
二
間
を
以
て
割

れ
ば
、
長
さ
百
五
十
間
と
成
る
也
。

何
ほ
ど
に
て
も
置
く
用
同
じ
。 

読
下
し
文 

右
の
面
積
三
百
坪

（
円
の
面
積
）
の
土

地
を
、
た
て
二
間
の

横
長
の
長
方
形
に

す
る
と
、
横
の
長
さ

は
ど
れ
ほ
ど
に
な

り
ま
す
か
と
い
う

時
は
、
三
百
坪
を
二

間
で
割
れ
ば
長
さ

百
五
十
間
と
な
り

ま
す
。
た
て
の
長
さ

が
い
く
ら
に
な
っ

て
も
同
じ
で
す
。 

現
代
語
訳 
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解説と解法 

直径が３０間の縦長の半円の面積を求めます。 

        たて２５間、よこ３０間の長方形の 

        面積を求めます。 

２５間×３０間＝７５０坪 

        この７５０に円法の０，７９を掛け 

 る注６と、 

  ７５０×０．７９＝５９２．５ 

        つまり ５９２坪半となりました。 

５９２．５（坪）÷３００（坪）＝１．９７５（反） 

壱
反
九
畝
廿
二
歩
半
法

ニ
廿
五
間
ニ
卅
間
か
く
れ
ハ

七
五
と
成
是
ヘ
円
法
七

九
か
く
れ
ハ
五
百
九
十
二

坪
半
と
成
田
之
法
三
に

て
わ
る
也 

 

一
反
九
畝
二
十
二
歩
半
。
法
に
、
二

十
五
間
に
三
十
間
か
く
れ
ば
、
七
五

と
な
る
。
こ
れ
へ
円
法
七
九
か
く
れ

ば
、
五
百
九
十
二
坪
半
と
な
る
。
田

の
法
三
に
て
わ
る
也
。 

 

原
文 

読
下
し
文 

面
積
が
一
反
九
畝
二
十
二
歩
半
の

半
円
形
の
土
地
が
あ
り
ま
す
。
二
十

五
間
に
三
十
間
を
か
け
れ
ば
七
五

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
へ
円
法
〇
・
七

九
を
か
け
れ
ば
、
五
百
九
十
二
坪
半

と
な
り
ま
す
。
田
の
法
三
で
割
る
の

で
す
。 

現
代
語
訳 

３０間 

二
十
五
間 
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壱
反
六
畝
廿
歩
如
此
成
田
ハ
三
角
と
も
し
れ
ず
丸
物
共
見
え
ぬ
時

ノ
法
ハ
長
卅
間
と
置
十
五
ニ
わ
れ
ハ
廿
間
と
成
是
へ
廿
五
間
を
か
く

れ
ハ
五
百
坪
と
成
田
ノ
法
三
に
て
わ
る
也
十
五
ニ
わ
る
と
い
ふ
ハ
大

め
ノ
心
也
た
と
へ
ハ
一
反
と
置
十
五
ニ
わ
れ
ハ
六
畝
六
分
六
り
六
と

成
是
を
田
ノ
惣
名
に
ハ
大
と
い
ふ
也
少
と
ハ
一
反
を
三
つ
ニ
わ
り
三

歩
三
分
三
り
三
毛
右
と
合
壱
反
と
成
也
検
地
ニ
ハ
田
之
法
三
に
て

わ
る
に
三
十
坪
ま
て
ハ
わ
る
也
卅
坪 

 

    

よ
り
下
ハ
わ
ら
ぬ
也 
是
ハ
一
畝
卅
坪

也
故
也
米
守
ノ
時
に
ハ
卅
坪
よ
り
下

を
わ
る
也
検
地
ノ
時
わ
ら
ぬ
故
也
何

も
検
地
に
ハ
見
積
の
間
也 

 

原
文 

歌
に 検

地
に
ハ
上
手
も
下
手
も
な
き
も
の
を 

 

目
な
わ
の
大
事
さ
ほ
の
打
様 
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一
反
六
畝
二
十
歩
。
此
の
如
く
成
る
。
田
は
三
角
と
も

知
れ
ず
、
丸
物
と
も
見
え
ぬ
時
の
法
は
長
さ
三
十
間
と

置
く
。
十
五
に
割
れ
ば
二
十
間
と
成
る
。
是
へ
二
十
五

間
を
か
く
れ
ば
五
百
坪
と
成
る
。
田
の
法
三
に
て
割
る

也
。
十
五
に
割
る
と
い
う
は
、
多
め
の
心
也
。
例
え
ば

一
反
と
置
く
。
十
五
に
割
れ
ば
六
畝
六
分
六
厘
六
毛
と

成
る
。
是
を
田
の
惣
名
に
は
大
と
い
う
也
。
少
と
は
一

反
を
三
つ
に
割
り
、
三
歩
三
分
三
厘
三
毛
。
右
と
合
わ

せ
て
一
反
と
成
る
也
。
検
地
に
は
田
の
法
三
に
て
割
る

に
三
十
坪
ま
で
割
る
也
。
三
十
坪
よ
り
下
は
割
ら
ぬ

也
。
是
は
一
畝
三
十
坪
也
。
故
に
米
守
の
時
に
は
、
三

十
坪
ま
で
よ
り
下
を
割
る
也
。
検
地
の
時
割
ら
ぬ
故

也
。
何
も
検
地
に
は
見
積
り
の
間
也
。 

 

歌
に 

 

検
地
に
は 

上
手
も
下
手
も 

 
 

 
 

な
き
も
の
を 

 
 

 

目
な
わ
の
大
事
さ 

ほ
の
打
ち
様 

読
下
し
文 
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面
積
は
、
一
反
六
畝
二
十
歩
で
す
。 

田
が
三
角
で
も
円
形
で
も
な
い
と
き
、
下
の
長
さ
は

三
十
間
で
、
十
五
に
割
る
と
ニ
十
間
と
な
り
ま
す
。
是

に
二
十
五
間
を
掛
け
れ
ば
五
百
坪
と
成
り
ま
す
。
田
の

法
三
で
割
る
の
で
す
。
十
五
に
割
る
と
い
う
の
は
、
大

め
に
考
え
た
か
ら
で
す
。 

例
え
ば
、
一
反
の
田
が
あ
っ
て
、
十
五
に
割
る
と
六

畝
六
分
六
厘
六
毛
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
田
の
惣
名
に

は
大
と
言
い
ま
す
。
小
と
は
一
反
を
三
つ
に
割
る
と
三

歩
三
分
三
厘
三
毛
で
、
こ
れ
に
先
の
を
合
わ
せ
る
と
一

反
と
な
り
ま
す
。 

検
地
で
は
田
の
法
三
で
割
る
の
に
、
三
十
坪
ま
で
は

割
り
ま
す
が
三
十
坪
未
満
は
割
り
ま
せ
ん
。
是
は
一
畝

三
十
坪
だ
か
ら
で
す
。
米
守
の
時
に
は
、
三
十
坪
未 

現
代
語
訳 

満
も
割
り
ま
す
。
検
地
の
時
に
は
割
ら
な
い
か

ら
で
す
。
い
ず
れ
も
検
地
に
は
見
積
も
り
の
間

で
す
。 

歌
に 

 

検
地
に
は 

上
手
も
下
手
も 

 
 

 
 

な
き
も
の
を 

 
 

 

目
な
わ
の
大
事
さ 

ほ
の
打
ち
様 
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解説と解法 

図は左の通りです。 

現代文の最初の２～３

行目を式に表すと 

１０ 
３０×    ＝２０ 
    １５ 

となります。 

下の長さを２０間と見 

なした時、たてが２５

間なので、この長方形

の面積は、 

 

２５間×２０間＝５００間２＝５００坪 です。 

（５～６行目の「大めに」とは、下の長さを「大き目に」

ということでこの場合は３０間です。） 

 上の図の斜線部分と、長方形の上の左右にある白い三角

形状の部分（あ）とを、同じ面積と見なして、元の図形の

面積は５００坪となります。坪の単位を反の単位に換算す

るために「田の法３」で割ると、 

 ５００＝３０×１６＋２０ 

    ＝１畝×１６＋２０ 

    ＝１反６畝２０歩 

となりました。ちょっと大雑把。江戸時代はこのぐらいで

納得していたのですね。 

 

 

 30間 

20間 

二
十
五
間 

あ あ 
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壱
反
二
畝
十
八
歩
八
分
四
り 

法
ニ
長
卅
間
と
置
よ
こ
十
四
間
引
ハ
十
六
間

と
成
是
へ
十
四
間
か
く
れ
ハ
弐
百
廿
四
坪
と

成
又
十
四
間
左
右
ニ
置
か
く
れ
ハ
一
九
六
と

成
是
へ
円
法
七
九
か
く
れ
ハ
百
五
十
四
坪
八

分
四
り
と
成
右
へ
加
ヘ
合
三
百
七
十
八
坪
八

分
四
り
と
成
田
之
法
三
に
て
わ
れ
ハ
一
反
二

畝
十
八
歩
八
分
四
り
と
成 

 

一
反
二
畝
十
八
歩
八
分
四
厘
。

法
に
長
さ
三
十
間
と
置 

よ
こ
十
四
間
引
け
ば
十
六
間 

と
成
る
。
是
へ
十
四
間
か
く
れ 

ば
二
百
二
十
四
坪
と
成
る
。
ま 

た
十
四
間
左
右
に
置
き
か
く 

れ
ば
一
九
六
と
成
る
。
是
へ
円 

法
七
九
か
く
れ
ば
百
五
十
四 

坪
八
分
四
厘
と
成
る
。
右
へ
加 

え
合
わ
せ
て
三
百
七
十
八
坪 

八
分
四
厘
と
成
る
。
田
の
法
三 

に
て
わ
れ
ば
一
反
二
畝
十
八 

歩
八
分
四
厘
と
成
る
。 

原
文 

 

読
下
し
文 

小
判
型
の
土
地
の
面
積
は
、
一
反
二

畝
十
八
歩
八
分
四
厘
で
す
。 

た
て
が
三
十
間
で
、
よ
こ
が
十
四
間

で
す
。
そ
れ
を
引
け
ば
、
十
六
間
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
へ
十
四
間
を
掛
け

る
（
た
て×

横
）
と
二
百
二
十
四
坪

と
な
り
ま
す
。
ま
た
こ
の
十
四
間
と

十
四
間
と
を
掛
け
る
と
一
九
六
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
に
円
法
七
九
を
掛

け
れ
ば
百
五
十
四
坪
八
分
四
厘
と

な
り
ま
す
。
先
の
二
百
二
十
四
坪
に

こ
れ
を
加
え
る
と
三
百
七
十
八
坪

八
分
四
厘
と
な
り
ま
す
田
の
法
三

で
割
れ
ば
一
反
二
畝
十
八
歩
八
分

四
厘
と
な
り
ま
す
。 

現
代
語
訳 
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解説と解法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まず、元の図形（土地）に外接する長方形ＡＢＣＤを描

きます。縦が３０間で横が１４間の長方形になりました。

下の円の上に接する直線ＥＦを引きます。横が１４間とい

うことは、下の円の直径が１４間ということですね。する

と、３０間から１４間を引くと、答えの１６間は上にでき

た新しい長方形ＡＥＦＤの縦の長さになります。 

 １６間に１４間を掛けるので、上にできた青の斜線の長

方形ＡＥＦＤの面積がでます。 

 ここまでを式に表しますと、 

 １４間 

３０間 

１６間 

Ａ 
Ｄ 

Ｅ

］ 

Ｆ 

Ｂ Ｃ 
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 ここまでを式に表しますと、 

 ３０－１４＝１６ 

 １６×１４＝２２４（間２）・・・上の長方形の面積 

      ＝２２４（坪） 

 次に１４間かける１４間をしているので、これで下の正

方形ＥＢＣＦの面積を出しています。この正方形の面積に

円法である０．７９を掛けると、中の円の面積が出ます。

ここまでを式に表します。 

 １４×１４＝１９６（間２） 

 １９６×０．７９＝１５４．８４（間２） 

         ＝１５４坪八分４厘・・・円の面積 

となりました。 

 これに先の上の長方形ＡＥＦＤの面積を加えると、 

 ２２４＋１５４．８４＝３７８．８４（間２＝坪） 

           ＝３７８坪８分４厘 

 ３７８坪＝３０坪×１２＋１８坪 

 ３７８坪８分４厘＝３０坪×１２＋１８坪＋８分４厘 

         ＝１２畝＋１８坪（歩）＋８分４厘 

         ＝１反２畝１８歩８分４厘・・・（あ） 

 

 上の長方形の内、上の２か所の青の斜線部分は、下の正

方形と円との上側の隙間（赤斜線部分）と同じ面積なので、

元の土地の面積は（あ）となります。 
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１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

帯
割
ノ
次
第
此
こ
と
く
成
田
を
兄
弟
三
人
へ
坪
次
第

ニ
分
ル
時
ハ
長
百
閒
ニ
両
方
よ
こ
も
坪
ニ
相
応 

 

千
五
百
坪
ハ
兄 

 
 

千
三
百
坪
ハ
二
男 

 

千
弐
百
坪
ハ
三
男 

 
 

以
上
四
千
坪 

 

右
ノ
田
を
わ
け
て
み
れ
ハ
此
七
ふ
五
り
を
尺
ニ

み
る
時
ハ
六
五
か
く
れ
ハ
四
尺
八
寸
七
分
五
り

何
ノ
よ
こ
も
同
三
口
ノ
よ
こ
合
五
十
間
法
ニ

千
五
百
坪
と
置
惣
高
四
千
坪
ニ
て
わ
れ
ハ
十

八
間
七
五
と
成
是
兄
ノ
よ
こ
ノ
間
也
二
男
ハ

千
三
百
坪
と
置
四
千
坪
ニ
わ
れ
ハ
三
ニ
五
と
成

是
へ
よ
こ
五
十
間 

 

原
文 
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田を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

か
く
れ
ハ
十
六
間
二
五
と
成
三
男
ハ

千
弐
百
坪
と
置
四
千
坪
ニ
わ
れ
ハ
三

と
成
是
へ
五
十
間
か
く
れ
ハ
十
五
間

と
成
右
三
口
ノ
よ
こ
合
五
十
間
と

成
是
一
方
ノ
よ
こ
ノ
割
又
三
十
間

ノ
よ
こ
ノ
方
し
る
ハ
兄
の
割
代
三
七

五
是
へ
卅
間
か
く
る
二
男
ノ
割
代

三
ニ
五
ニ
卅
間
か
く
れ
ハ
よ
こ
と
成

三
男
割
代
三
ニ
よ
こ
高
卅
間
か
く

れ
ハ
三
男
ノ
よ
こ
と
成
右
斗
立
之

通
也
又
坪
見
る
時
ハ
両
方
ノ
よ
こ

合
二
つ
ニ
し
て
長
を
か
く
れ
ハ
め
い

く
ノ
坪
と
成
此
算
を
帯
割
と
い

ふ
也 

帯
割
り
の
次
第
此
の
ご
と
く
成
る
。

田
を
兄
弟
三
人
へ
坪
次
第
に
分
け

る
時
は
、
長
さ
百
間
に
両
方
横
も
坪

に
相
応 

 

千
五
百
坪
は
兄 

 
 

千
三
百
坪
は
二
男 

 
千
二
百
坪
は
三
男 

 以
上
四
千
坪 

右
の
田
を
分
け
て
み
れ
ば
、
こ
の
七

分
五
厘
を
尺
に
み
る
時
は
、
六
五
か

く
れ
ば
四
尺
八
寸
七
分
五
厘
。
何
の

横
も
同
じ
。
三
口
の
横
合
わ
せ
て
五

十
間
。
法
に
千
五
百
坪
と
置
く
。
惣

高
四
千
坪
に
て
割
れ
ば
、
十
八
間
七

五
と
成
る
。
是
、
兄
の
横
の
間
也
。 

読
下
し
文 

二
男
は
、
千
三
百
坪
と
置
く
。
四
千
坪

に
割
れ
ば
三
二
五
と
成
る
。
是
へ
横
五

十
間
か
く
れ
ば
、
十
六
間
二
五
と
成

る
。
三
男
は
千
二
百
坪
と
置
く
。
四
千

坪
に
わ
れ
ば
三
と
成
る
。
是
へ
五
十
間

か
く
れ
ば
十
五
間
成
る
。
右
三
口
の
横

合
わ
せ
て
五
十
間
と
成
る
。
是
一
方
の

横
の
割
ま
た
三
十
間
の
横
の
方
知
る

は
、
兄
の
割
代
三
七
五
、
こ
れ
へ
三
十

間
か
く
る
。
二
男
の
割
代
三
二
五
に
三

十
間
か
く
れ
ば
横
と
成
る
。
三
男
割
代

三
に
横
高
さ
三
十
間
か
く
れ
ば
三
男

の
横
と
成
る
。
右
斗
立
の
通
り
也
。
又

坪
見
る
時
は
、
両
方
の
横
合
わ
せ
て
二

つ
に
し
て
長
さ
を
か
く
れ
ば
め
い
め

い
の
坪
と
成
る
。 

此
の
算
を
帯
割
り
と
い
う
也
。 
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長
さ
百
閒
の
四
千
坪
の
土
地
を
、
兄
弟
三
人
で
帯
割

り
で
分
け
る
時
、
横
の
長
さ
は
分
け
る
坪
に
相
応
す
る

と
す
る
と
、
千
五
百
坪
は
兄
に
、
千
三
百
坪
は
二
男
に
、

千
二
百
坪
は
三
男
に
な
り
ま
す
。 

 

ま
ず
千
五
百
坪
を
、
惣
高
四
千
坪
で
割
れ
ば
○
・
三

七
五
と
な
り
ま
す
。
横
の
長
さ
を
五
十
間
と
し
た
と
き

に
こ
れ
を
掛
け
る
と
、
十
八
間
七
五
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
が
兄
の
横
の
長
さ
で
す
。
二
男
は
千
三
百
坪
な
の

で
、
四
千
坪
で
割
れ
ば
○
・
三
ニ
五
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
を
横
五
十
間
に
掛
け
れ
ば
、
十
六
間
二
五
と
な
り
ま

す
。
三
男
は
千
弐
百
坪
な
の
で
四
千
坪
で
割
る
と
○
・

三
と
な
り
、
こ
れ
を
五
十
間
に
掛
け
れ
ば
十
五
間
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
ら
三
口
の
横
の
長
さ
を
合
わ
せ
る
と 

五
十
間
と
な
り
ま
す
。 

 

も
う
一
方
の
横
（
上
底
）
の
長
さ
を
知
る
に
は
、
兄

の
割
代
〇
・
三
七
五
を
三
十
間
に
掛
け
る
と
二
男
に
、

二
男
の
割
代
〇
・
三
ニ
五
を
三
十
間
に
掛
け
る
と
二
男

の
横
の
長
さ
と
な
り
ま
す
。
三
男
の
割
代
〇
・
三
を
横

の
長
さ
三
十
間
に
掛
け
る
と
三
男
の
横
の
長
さ
と
な

り
ま
す
。
右
斗
立
の
通
り
で
す
。 

ま
た
、
坪
を
見
る
時
は
、
両
方
の
横
の
長
さ
を
合
わ

せ
て
二
つ
に
し
て
掛
け
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
坪
と
な
り

ま
す
。
こ
の
算
を
帯
算
と
い
い
ま
す
。 

 

現
代
語
訳 
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解説と解法 

左の台形の土地を３人の兄弟で分け

ます。３人の受け取る面積は分かって

いますので、まず、それぞれ一人分の

受け取る土地の面積の割合を求めます。 

兄：１５００÷４０００ 

     ＝０．３７５ 

二男：１３００÷４０００ 

     ＝０．３２５ 

三男：１２００÷４０００ 

     ＝０．３ 

次にそれぞれの底辺部の長さを求めま

す。底辺部全体の長さは５０間なので、 

 兄：５０×０．３７５＝１８．７５（間） 

二男：５０×０．３２５＝１６．２５（間） 

三男：５０×０．３  ＝１５（間） 

横の長さを合わせると、 

 １８．７５＋１６．２５＋１５＝５０（間） 

 次に上底部の長さを求めます。 

 兄：３０×０．３７５＝１１．２５（間） 

二男：３０×０．３２５＝ ９．７５（間） 

三男：３０×０．３  ＝ ９（間） 

これが、台形の土地を縦長の帯状に３人で分けた形になり

ます（図は前ページ参照）。これが原文の帯割り注１１です。 

長さが分かっていて面積を求める時は、上下の長さを合

わせて縦の長さを掛けて２で割れば出ます。 

 

四
千
坪 

 

百
間 
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【別解】  

兄の面積の割合をｘとする。 

１：ｘ＝4000：1500 

ｘ＝1500÷4000 

 ＝０．３７５ 

 

 

兄の下底の長さをｙとする。 

１：０．３７５＝５０：ｙ 

ｙ＝５０×０．３７５ 

 ＝１８．７５（間） 

 

 

兄の下底の長さをｚとする。 

１：０．３７５＝３０：ｚ 

ｚ＝３０×０．３７５ 

 ＝１１．２５（間） 

 

二男、三男も同様に立式をして計算をすると、 

 二男：割合は、０．３２５ 

    上底は、１６．２５（間） 

    下底は、 ９．７５（間） 

 三男：割合は、０．３ 

    上底は、１５（間） 

    下底は、 ９（間） 

となりました。 

 

4000 坪 

1500 間２ 

１ 

ｘ 

 

ｙ 

１ 

0.375 

５０間 

 １ 

0.375 

３０間 

ｚ 



34 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四
方
截 

 

如
此
成
田
を
坪
次
第
ニ
切
積 

 

坪
し
る
時
ハ
よ
こ
五
十
間
ニ
切
口
ノ

よ
こ
合
二
ツ
ニ
し
て
長
ノ
切
口
か
く
れ
ハ

千
五
百
坪
と
成
次
第
二
同 

惣
坪
合
四
千
坪 

 
法
ニ
横
五
十
間
之
内
卅
間
ノ
よ
こ
引

廿
間
と
成
る
是
を
長
百
閒
ニ
わ
れ
ハ
一

間
ニ
付
二
分
ツ
ツ
ノ
下
リ
也
切
口
を
し

る
ハ
千
五
百
坪
と
置
よ
こ
五
十
間
ニ
わ

れ
ハ
長
卅
間
と
成
是
へ
二
ふ
か
く
れ
ハ
六

間
ノ
下
り
と
成
是
二
ツ
ニ
し
て
三
有
長

卅
間
ニ
か
く
れ
ハ
九
十
坪
ノ
不
足
坪
と

成
是
別
ニ
お
き
よ
こ
五
十
間
ノ
内
右
ノ

六
間
を
引
ハ
四
十
四
間
有
是
代
に
し

て
右
之
九
十
坪
を
わ
れ
ハ
長
二
間
超

四
五
五
と
成
是
へ
二
ふ
か
く
れ
ハ
四
ふ

超
九
一
ノ
下
り
と
成
是
二
ツ
ニ
し
て
二

超
四
五
五
と
成
是
へ
長
二
間
超
四
五

五
を
か 

原
文 

 

く
れ
ハ
四
ふ
一
り
八
四
ノ
不
足
坪
と
成

是
右
ニ
置
切
口
四
十
四
間
ノ
内
右
ノ
四

超
九
一
ノ
下
り
を
引
ハ
四
十
三
間
五
ふ

九
超
九
と
成
是
代
ニ
し
て
右
ニ
置
四
一

八
四
を
わ
れ
ハ
長
九
毛
六
糸
と
成
右
ノ

割
長
卅
間
と
又
二
間
超
四
五
ノ
長
と

三
口
合
三
十
二
間
超
五
五
と
成
是
千

五
百
坪
ノ
長
と
成
也
是
へ
二
ふ
ノ
下
り

を
長
へ
か
く
れ
ハ
六
間
四
ふ
一
り
一
毛
の

下
り
と
成
右
五
十
間
之
内
引
ハ
四
十
三

間
五
ふ
八
り
九
毛
ノ
切
口
ノ
よ
こ
と
成

次
ノ
切
口
見
る
も
如
此
ノ
置
用
也
是
ハ

か
ん
に
て
切
也
丸
木
石
垣
に
て
も
同
置

用
也
開
平
法
ニ
て
切
ハ
お
く
ニ
有 

 



35 

 

 

 

 

 

. 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四
方
截 

 

か
く
の
如
く
成
る
。
田
を
坪
次
第
に

切
積
み
ま
し
た
。 

 

坪
知
る
時
は
、
横
五
十
間
に
切
口
の

横
合
わ
せ
て
二
つ
に
し
て
、
長
さ
の
切

口
を
か
く
れ
ば
千
五
百
坪
と
成
る
次
第

に
同
じ
。 

 

惣
坪
合
わ
せ
て
四
千
坪
。 

 

法
に
横
五
十
間
の
内
三
十
間
の
横
引

き
二
十
間
と
成
る
。
是
を
長
さ
百
間
割

れ
ば
一
間
に
付
き
二
分
ず
つ
の
下
り

也
。 

 

切
口
を
知
る
は
千
五
百
坪
と
置
く
。

横
五
十
間
に
割
れ
ば
長
さ
三
十
間
と
成 

る
。
是
へ
二
分
か
く
れ
ば
六
間
の

下
り
と
成
る
。
是
二
つ
に
し
て
三

有
る
。
長
さ
三
十
間
に
か
く
れ
ば

九
十
坪
の
不
足
坪
と
成
る
。
是
別

に
置
き
、
横
五
十
間
の
内
、
右
の

六
間
を
引
く
は
四
十
四
間
有
る
。

是
代
に
し
て
右
の
九
十
坪
を
割
れ

ば
、
長
さ
二
間
超
え
て
四
五
五
と

な
る
。
是
へ
二
分
か
く
れ
ば
四
分

超
九
一
の
下
り
と
成
る
。
是
二
つ

に
し
て
二
超
四
五
五
と
な
る
。
是

へ
長
さ
二
間
超
四
五
五
を
か
く
れ

ば
四
分
一
厘
八
四
の
不
足
坪
と
成

る
。
是
右
に
置
く
。
切
口
四
十
四

間
の
内
、
右
の
四
超
え
九
一
の
下

り
を
引
く
は
四
十
三
間
五
分
九
超

え 

 

読
下
し
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え
て
九
と
成
る
。
是
代
に
し
て
右

に
置
く
。
四
一
八
四
を
割
れ
ば
長

さ
九
毛
六
糸
と
成
る
。
右
の
割
長

三
十
間
と
又
二
間
超
え
四
五
の
長

さ
と
、
三
口
合
わ
せ
て
三
十
二
間

超
え
五
五
と
成
る
。
是
千
五
百
坪

の
長
さ
と
成
る
也
。
是
へ
二
分
の

下
り
を
長
さ
へ
か
く
れ
ば
六
間
四

分
一
厘
一
毛
の
下
り
と
成
る
。
右

五
十
間
の
内
引
き
は
、
四
十
三
間

五
分
八
厘
九
毛
の
切
口
の
横
と
成

る
。
次
の
切
口
見
る
も
此
の
如
く

の
置
き
用
也
。
是
は
か
ん
に
て
切

る
也
。
丸
木
石
垣
に
て
も
同
じ
く

置
く
用
也
。
開
平
法
に
て
切
る
は

お
く
に
有
る
。 
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四
方
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① 

こ
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
田
を
坪
に
合
わ
せ
て
分 

割
し
ま
す
。 

 

坪
を
知
る
に
は
、
横
五
十
間
と
切
口
の
長
さ
と
を
掛

け
れ
ば
千
五
百
坪
と
成
る
の
と
同
じ
で
す
。 

 

台
形
す
べ
て
の
面
積
は
四
千
坪
で
、
横
五
十
間
の
内

三
十
間
を
引
け
ば
二
十
間
と
成
り
ま
す
。
是
を
縦
の
垂

線
の
長
さ
百
間
で
割
れ
ば
、
縦
一
間
に
付
き
横
の
長
さ

が
二
分
ず
つ
狭
く
な
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

② 

切
口
の
長
さ
は
、
千
五
百
坪
を
横
五
十
間
で
割
れ

ば
長
さ
三
十
間
と
な
り
ま
す
。
是
に
二
分
掛
け
れ
ば
六

間
狭
く
な
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
是
が
二
か
所
（
左
右
）

な
の
で
二
で
割
っ
て
三
間
と
な
り
、
こ
れ
を
長
さ
三
十

間
に
掛
け
れ
ば
九
十
坪
の
不
足
分
と
な
り
ま
す
。 

③ 

別
に
横
五
十
間
の
内
、
右
の
六
間
を
引
け
ば
四
十

四
間
で
す
。
こ
れ
で
先
の
不
足
分
の
九
十
坪
を
割
れ
ば

長
さ
二
間
〇
四
五
五
と
な
り
ま
す
。
是
に
二
分
掛
け
れ

ば
四
分
〇
九
一
の
下
り
と
な
り
ま
す
。
是
が
二
つ
あ
る

の
で
二
〇
四
五
五
と
な
り
ま
す
。
是
に
長
さ
二
間
〇
四

五
五
を
掛
け
れ
ば
四
分
一
厘
八
四
の
不
足
坪
と
成
り
ま

す
。 

④ 

切
口
四
十
四
間
の
内
、
先
の
四
〇
九
一
の
下
り
を

引
く
と
、
四
十
三
間
五
分
九
〇
九
と
な
り
ま
す
。
四
一

八
四
を
割
れ
ば
、
長
さ
九
毛
六
糸
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

と
切
口
三
十
間
と
二
・
〇
四
五
間
と
の
三
つ
を
足
せ
ば 

現
代
語
訳 

 

 

５０間 

三
十
間 

44間 

切
口 
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解説と解法 

 

 まず書かれているのは、横５０間（上の図では縦になっ

たＣＤです）と切口（下の赤線のＣＨ）の長さをかければ、

三
十
二
間
〇
五
五
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

が
千
五
百
坪
の
土
地
の
縦
の
長
さ
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
に
狭
く
な
っ
た
二
分

を
掛
け
れ
ば
、
六
間
四
分
一
厘
一
毛
の

狭
く
な
っ
た
部
分
の
面
積
と
な
り
ま

す
。 

⑤ 

五
十
間
の
内
引
き
は
、
四
十
三
間

五
分
八
厘
九
毛
の
切
口
の
横
と
な
り

ま
す 

 

⑥ 

次
の
切
口
を
見
る
時
も
、
こ
の
よ

う
に
す
れ
ば
い
い
の
で
す
。
是
は
か
ん

に
て
切
る
の
で
す
。
丸
木
、
石
垣
で
も

同
じ
方
法
で
使
え
ま
す
。
開
平
法
（
平

方
根
を
求
め
る
）
で
切
る
場
合
も
同
じ

で
す
。 

 

Ｋ 

３０間 

1500間２ 

３０間 

Ｌ 
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面積の１５００坪（間２）になるということです。上下の

赤斜線部を合わせた面積（⊿ＤＧＩと⊿ＣＨＪ）と縦の青

斜線部の面積（□ＥＦＨＧ）とが、同じになる場合です。 

 次に、Ｐ．３７の図で、Ａから底辺ＣＤへの垂線ＡＫ（オ

レンジ）、Ｂから同様に垂線Ｌを引きます。すると、ＫＬ

は３０間なので、ＤＫとＣＬを合わせた長さは、 

  ５０間－３０間＝２０間 です。 

 この図の横の長さが１００間なので、 

  １００間÷２０間＝５ 

 つまり、図の上下にある横の斜線（ＥＤとＨＣ）の傾き

は、Ｄから１００左方向に行くと２０下がることから、横

５に対して縦１の割合で下がっていることが分かります

（横：縦＝1：0.2）。間になおすと、横１間左に行けば、

縦２分下がることになります。 

 ここまでが、Ｐ．３６の上の段①のことにあたります。 

 さて下の段です。切口の長さは、長方形の面積の式から、 

  １５００間２÷５０間＝３０間 

となり、（１間につき 2 分下がるので）これに２分を掛け

ると（正確には割合としての０．２をかける）。 

  ３０間×０．２＝６間 

この６間の差は、上下２か所の分なので、２で割り３間に。 

切口の長さの３０間に掛けると、 

  ３×３０＝９０間２＝９０坪 

これが青の斜線部の面積になります。赤の斜線部を含めた

長方形の面積からみると、いわゆる不足分にあたります。 

 ここまでが、Ｐ．３６②の段落部になります。 
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 次です。 

 横５０間（図の縦）の内の、６間短くなっている（ＧＩ

とＨＪで）ので、 

  ３０間－６間＝４４間 

 これが、右の土地の左縦の長さになります。不足分の面

積が９０坪だったので、これを４４間で割ると青斜線部の

台形の垂線の長さ（高さ）が出ます。 

  ９０÷４４＝２．０４５４５４・・・ 

       ≒２．０４５５間 

これに２分つまり０．２を掛けると、 

  ２．０４５５×０．２＝０．４０９１間 

           （＝４分９毛１糸） 

青斜線部の台形の、「下底の長さ－上底の長さ」が出ます。 

そして、これを２で割ると、「下底－上底」の差の一方の

長さが出ます。 

 

  ０．４，０９１÷２＝０．２０４５５ 

これに青斜線の台形の垂線の長さを掛けると 

  ０．２０４５５×２．０４５５＝０．４１８４０７・・ 

                ≒０．４１８４      

                ＝４分１厘８毛４糸 

これが、不足坪です。 

 ここまでが、Ｐ．３６③の段落部になります。 

 では、その次にいきましょう。 

  ４４－０．４０９１＝４３．５９０９間 

これで青斜線部の上底ＥＦの長さが出ました。これは、中
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央の台形部の下底ＥＦの長さにあたります。 

０．４１８４÷４３．５９０９ 

      ＝０．００９５９８３３３ 

       ≒０．００９６ 

       ＝９毛６糸 

３０間＋２．０４５＋０．００９６＝３２．０５４６ 

                ≒３２．０５５ 

                ＝３２間５厘５毛 

これが、１５００坪の台形の高さになります。これに狭ま

った割合の０．２を掛けます。 

 ３２．０５５×０．２＝６．４１１ 

           ＝６間４分１厘１毛 

つまり、これが、台形ＥＦＣＤの、上底ＥＦが下底ＣＤよ

りも短くなった長さです。 

ここまでが、④の段落部にあたります。 

では⑤です。 

元の台形の底辺は５０間ですので、上底はここから短くな

った６間４分１厘１毛を引きます。 

 ５０－６．４１１＝４３．５８９ 

         ＝４３間５分８厘９毛 

これが１５００坪の台形の上底ＥＦの長さです。 

これで⑤が終了です。 

 最後⑥です。 

 同じようにして、次の切る線ＫＬの長さを求めればいい

のです。丸木や石垣を切る場合でも同じです。 
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【別解】 

 

１間につき０．２間の下り、つまり GD の長さに対する

GIの長さの割合ｘを求める。 

 １００：２０＝１：ｘ 

   １００ｘ＝２０ 

      ｘ＝０．２ 

横５０間の面積１５００間３の長方形 GHCDを考える。 

この長方形の縦GDの長さをｘとする。 

   ５０×ｘ＝１５００ 

      ｘ＝３０（間） 

下り（GIと JH）は６間であることを確認する。 

  ３０×０．２＝６ 

不足坪（赤の斜線部分の面積）は、 

 （６÷２）×３０＝９０ 

これは、四角形ＥＦＪＩの面積と同じです。 

ＡＢの長さは、５０－６＝４４（間） 

３０間 
1200坪 1300坪 

1500坪 

00坪 
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ここまでが②までに当たります。 

次は③です。よこ４４間、面積９０間２の 

長方形（赤長方形）を考えます。 

 ４４×ｘ＝９０ 

    ｘ＝９０÷４４ 

     ＝２．０４５５ 

     ＝２間超４５５（原文） 

下りの確認 

 ２．０４４×０．２＝０．４０９１ 

          ＝４分超９１（原文） 

不足坪 

 （０．４０９１÷２）×２．０４５５ 

     ＝０．４１８４（間２） 

これは、四角形ＥＦＮＭの面積と同じです。 

 次は④です。 

ＭＮの辺の長さを求めます。 

 ４４－０．４０９１＝４３．５９０９（間） 

次に、よこ４３．５９０９間、面積 

０．４１８４間２の長方形（赤長方形）を考え 

ます。 

 ４３．５９０９×ｘ＝０．４１０９１ 

  ｘ＝０．４１８４÷４３．５９０９ 

   ＝０．００９５９ 

   ≒０．００９６（間） 

下りの確認 

 ０．００９６×０．２＝０．００１９２ 

Ｉ 
Ｍ 

Ｅ 

Ｎ 

Ｆ Ｊ 

44間 

M 

E 

O 

N F 

P 

43.5909間 
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不足坪 

 （０．００１９２÷２）×０．００９６ 

         ＝０．０００００９２１６ 

これは、四角形ＥＦＰＯの面積と同じです。 

いよいよ、最後の計算⑤です。 

 ４３．５９０９－０．０００００９２１６ 

        ＝４３．５９９０８９（ア） 

これがＯＰの長さとなり、長男と次男との土地を分ける、

いわゆる分割線となります。 

 

 なお、ＡＢの３０間と③の下り２．０４５５間と④の下

り０．００９６とを加え、それに下りの割合である０．２

をかけます。 

 （３０＋２．０４５５＋０．００９６）÷２ 

       ＝３２．０５５１×０．２ 

       ＝６．４１１０２ 

       ≒６．４１１ 

これは、下りの長さです。 

もとのよこの長さ５０間からこの下り分を引きます。 

 ５０－６．４１１＝４３．５８９（イ） 

となり、これが求める長男と次男との土地を分ける、いわ

ゆる分割線です。 

ア、イともに、計算ででた分割線の長さですが、アの方は

誤差が出ています。田原氏の計算では、４３．５８９とな

っていますが、アでは、まだわずかな未計算の部分がある

からです。 
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第
十
二 

池
之
水
積 

池
ノ
は
ゝ
坪
壱
万
九
千
百
七
十
五
坪
池
ノ
は
ゝ
し
る
ハ
東
西

ノ
長
合
弐
百
六
十
間
と
成
二
つ
ニ
し
て
百
三
十
間
と
成
右
ニ

置
又
北
南
長
間
合
弐
百
九
十
五
間
有
二
つ
に
し
て
百
四

十
七
間
五
と
成
是
へ
右
ノ
百
三
十
間
か
く
れ
ハ
壱
万
九
千

百
七
十
五
坪
と
成
也
水
坪
を 

 

し
る
ハ
樋
所
ノ
ふ
か
さ
一
丈
中
六
尺
南
五
尺
三
口
〆
弐

丈
一
尺
有
是
三
ツ
ニ
わ
れ
ハ
七
尺
と
成
別
ニ
置
北
ノ
ふ
か

さ
四
尺
中
三
尺
南
二
尺
三
口
合
九
尺
有
三
ツ
ニ
わ
れ
ハ

三
尺
と
成
右
ノ
別
ニ
置
七
尺
と
合
壱
丈
と
成
二
ツ
ニ
し

て
五
尺
と
成
是
を
六
五
ニ
て
わ
れ
ハ
七
六
九
二
と
成
是

ハ
間
ニ
ち
ゝ
め
た
る
ふ
か
さ
ノ
尺
也
是
へ
右
ノ
池
ノ
は
ゝ
坪

壱
万
九
千
百
七
十
五
を
か
く
れ
ハ
水
坪
壱
万
四
千
七

百
五
十
坪
と
し
る
ゝ
也
右
ニ
六
五
に
て
わ
る
と
い
ふ
ハ
六

尺
五
寸
一
間
ノ
故
也 

原
文 
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池
ノ
は
ば
坪
壱
万
九
千
百
七
十
五
坪
。
池
ノ
は
ば
し
る

は
長
合
弐
百
六
十
間
と
成
。
二
つ
に
し
て
百
三
十
間
と

成
る
。
右
に
置
く
。
又
北
南
長
間
合
二
百
九
十
五
間
有

り
二
つ
に
し
て
百
四
十
七
間
五
と
成
る
。
是
へ
右
の
百

三
十
間
か
く
れ
ば
一
万
九
千
百
七
十
五
坪
と
成
る
也
。 

水
坪
を
し
る
は
樋
所
の
ふ
か
さ
一
丈
、
中
六
尺
、
南

五
尺
三
口
〆
て
二
丈
一
尺
有
る
。
是
三
つ
に
わ
れ
ば
七

尺
と
成
る
。
別
に
置
く
。
北
の
ふ
か
さ
四
尺
中
三
尺
南

二
尺
三
口
合
九
尺
有
る
。
三
つ
に
わ
れ
ば
三
尺
と
成

る
。
右
の
別
に
置
き
七
尺
と
合
わ
せ
て
一
丈
と
成
る
。

二
つ
に
し
て
五
尺
と
成
る
。
是
を
六
五
に
て
わ
れ
ば
七

六
九
二
と
成
る
。
是
は
間
に
ち
ぢ
め
た
る
ふ
か
さ
の
尺

也
。
是
へ
右
の
池
の
は
ば
坪
一
万
四
千
七
百
五
十
坪
と

し
る
る
也
。
右
ニ
六
五
に
て
わ
る
と
い
う
ハ
六
尺
五
寸

一
間
の
故
也
。 

 

① 

池
の
幅
は
、
東
西
の
長
さ
（
上
下
二
本
あ
る
の
で
） 

合
わ
せ
て
二
百
六
十
間
で
す
。
二
つ
あ
る
の
で
一
つ
は

百
三
十
間
で
す
。
ま
た
、
南
北
の
長
さ
を
合
わ
せ
て
二

百
九
十
五
間
で
す
。
二
つ
あ
る
の
で
一
つ
は
百
四
十
七

間
五
で
す
。
こ
れ
に
右
の
百
三
十
間
を
掛
け
れ
ば
、
一

万
九
千
百
七
十
五
坪
で
す
（
池
の
面
積
）。 

② 

水
坪
（
水
の
体
積
）
を
知
る
に
は
深
さ
が
必
要
で 

す
、
樋
の
所
の
深
さ
一
丈
、
中
の
所
の
深
さ
六
尺
、
南

の
所
の
深
さ
五
尺
の
三
ケ
所
合
わ
せ
て
二
丈
一
尺
で

あ
る
。
こ
れ
を
三
で
割
れ
ば
七
尺
と
な
り
ま
す
。
北
の

深
さ
は
四
尺
、
中
は
三
尺
、
南
は
二
尺
、
こ
の
三
ケ
所

を
合
わ
せ
る
と
九
尺
で
す
。
こ
れ
を
三
で
割
れ
ば
三
尺

と
な
り
ま
す
。
先
の
七
尺
と
こ
の
三
尺
と
を
合
わ
せ
て

一
丈
と
な
り
、
二
で
割
れ
ば
五
尺
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

を
六
十 

   

読
下
し
文 

現
代
語
訳 
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解説と解法 

これは、それほど解説は必要ないかと思います。まず、

池の幅です。 

図からすると、 

東の長さ：１５０間   西の長さ：１１０間 

北の長さ：１６５間   南の長さ：１３０間 

文にもどって、東西の合わせた長さは２６０間なので、平

均１３０間です。 

南北の合わせた長さは、２９５間なので、平均１４７間５

分です。この２つをかけます。 

 １３０×１４７．５＝１９１７５間２ 

          ＝１９１７５坪 

を
六
五
で
割
れ
ば
、
七
六
九
二
と
な
り
、
こ
れ
は
間
（
け

ん
）
に
し
た
深
さ
で
す
。 

③ 

こ
れ
へ
、
右
の
池
の
幅
坪
（
表
面
積
）
一
万
九
千

百
七
十
五
を
掛
け
れ
ば
、
水
坪
（
水
の
体
積
）
が
一
万

四
千
七
百
五
十
坪
と
分
か
り
ま
す
。
右
で
、
六
十
五
で

割
る
と
い
う
の
は
、
六
尺
五
寸
が
一
間
だ
か
ら
で
す
。 

 

 

解説と解

法 

 

北 南 

西 

東 

樋 

 

１９１７５坪 
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 つまり、たて１４７．５間、 

横１３０間の長方形の面積を 

求めています。元の不等辺四 

角形の池の形を、右の長方形 

の形と見なして面積も同じだ 

と考えたのですね。したがっ 

てこの１９１７５坪がこの池 

の表面積と考えています。こ 

こまでが、①にあたります。 

次は②です。「水坪」、つまり「水の体積」、池からすると 

この池の容積を求めます。そのために、水の深さを知る必

要があります。 

 樋の深さ（ア）：１丈   中の深さ（イ）：６尺 

 南の深さ（ウ）：５尺  なので、この東側の３か所の

深さの平均を求めます。 

 （１＋０．６＋０．５）÷３＝０．７丈＝７尺 

次に西側の３か所の深さを求めます。 

 北の深さ（エ）：４尺   中の深さ（オ）：３尺 

 南の深さ（カ）：２尺 なので、同様に平均を求めると、 

 （４＋３＋２）÷３＝３尺 

この東側と西側の平均値を合わせて２で割って、この池全

体の深さの平均を求めます。 

 （７＋３）÷２＝５尺＝０．５丈 

これを間の単位に直すために、０．６５で割ります。 

 ０．５÷０．６５＝０．７６９２３・・・ 

         ≒０．７６９２（間） 

西 

北 

東 

南 

樋 

１９１７５坪 

（１３０間） 

（
百
四
十
七
間
五
分
） 
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これで池の深さの平均が出ました。ただし、現代の算数・

数学からすると、これで本当に池の深さの平均となるのか

が問題となりますが、池の見なした形と同様に、池のふか

さも江戸時代では、およその値が分かればよしとしていた

のでしょう。また、ここまでの数値が出ることがすごいこ

とだったかもしれません。さらに、季節によっても池の深

さは変わりますので、厳密な数値を求める必要はなかった

ことも考えられます。で、ここまでが②です。 

 つづいて③。いよいよこの池の水の体積を求めます。 

 表面積×深さで体積が出ますね。 

 １９１７５×０．７６９２＝１４７４９．４１ 

             ≒１４７５０（坪） 

 見事、この池の水の体積が分かりました。 
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堤
な
と
し
る
ハ
ね
置
何
間
上
口
何
間
是
を
馬
ふ
ミ
と

い
ふ
也
上
口
ね
置
合
二
ツ
ニ
し
て
高
サ
か
く
れ
ハ
い
く
坪

と
し
る
る
也 

  

古
堤
ニ
ハ
腹
付
と
て
つ
く
ろ
ひ
ふ
し
ん
有
何
尺
と
定
高

な
に
ほ
と
長
と
さ
た
ま
り
候
い
く
尺
ノ
分
ヲ
六
五
ニ
て
わ

り
高
サ
か
け
長
か
く
れ
ハ
坪
数
し
れ
申
候
何
も
本
坪
平

坪
ノ
わ
か
ち
を
心
得
候
へ
ハ
何
た
る
か
た
く
ふ
ミ
あ
り
て

も
見
積
か
専
一
也
池
田
薄
割
互
積
り
な
と
ハ
平
坪
と
い

ふ
也
本
坪
と
い
ふ
ハ
く
り
石
土
水
の
た
く
ひ
を
い
ふ
也
六

尺
五
寸
四
方
左
右
ニ
置
か
く
れ
ハ
一
尺
四
方
ノ
ま
四
十

二
ニ
五
有
是
平
坪
也
是
へ
高
サ
六
尺
五
寸
か
く
れ
ハ
一

尺
四
方
六
面
ノ
坪
弐
百
七
十
四
六
二
五
有
り
此
心

持
也
さ
れ
ハ
土
水
な
と
の
本
坪
つ
も
り
に
ハ
弐
百 

七
十
五
ニ
ち
り
を
入
つ
も
る
也
或
ハ
石
に
て
も
水
に
て
も

舛
目
な
と
つ
も
る
時
ハ
こ
ま
か
な
す
か
つ
も
る
也
万
事
み
は

か
ら
ひ
専
也 

歌
に 

平
坪
ノ
四
十
二
ニ
五
ノ
尺
ノ
坪 

 
 

 
 

検
地
か
わ
ら
や
薄
に
も
ち
ゆ
る 

同 
 

 

本
坪
ノ
弐
百
七
十
四
六
二
五 

 
 

 
 

 

土
石
水
の
舛
目
に
そ
よ
き 

 

原
文 
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堤
な
ど
し
る
は
、
ね
置
何
間
、
上
口
何
間
、
是
を
馬

ふ
み
と
い
う
也
。
上
口
、
ね
置
合
わ
せ
て
二
つ
に
し
て

高
さ
か
く
れ
ば
い
く
坪
と
し
る
る
也
。
是
へ
長
さ
か
く

れ
ハ
堤
ノ
坪
し
る
ゝ
也
。 

 

古
堤
に
ハ
腹
付
と
て
つ
く
ろ
い
ふ
し
ん
有
り
。
何
尺

と
定
め
、
高
さ
な
に
ほ
ど
長
何
十
間
と
さ
だ
ま
り
候
う
。

い
く
尺
の
分
を
六
五
に
て
わ
り
高
さ
か
け
長
か
く
れ
ば

坪
数
し
れ
申
し
候
う
。
何
も
本
坪
平
坪
の
わ
か
ち
を
心

得
候
え
ば
何
た
る
か
た
く
ふ
み
あ
り
て
も
見
積
が
専
一

也
。
池
、
田
薄
割
互
い
に
積
り
な
と
は
平
坪
と
い
う
也
。

本
坪
と
い
う
は
く
り
石
・
土
・
水
の
た
ぐ
い
を
い
う
也
。

六
尺
五
寸
四
方
左
右
に
置
か
れ
ば
一
尺
四
方
の
ま
四
十

二
二
五
有
り
。
是
平
坪
也
。
是
へ
高
さ
六
尺
五
寸
か
く

れ 

れ
ば
一
尺
四
方
六
面
の
坪
二
百
七
十
四
六
二
五
有
り
。

此
心
持
也
。
さ
れ
ば
土
・
水
な
ど
の
本
坪
つ
も
り
に
は

二
百
七
十
五
に
ち
り
を
入
り
つ
も
る
也
。
或
は
石
に
て

も
水
に
て
も
舛
目
な
ど
つ
も
る
時
は
こ
ま
か
な
す
が

つ
も
る
也
。
万
事
み
は
か
ら
い
専
ら
也
。 

歌
に 

平
坪
ノ 

四
十
二
二
五
の 

尺
の
坪 

 
 

 
 

検
地
か
わ
ら
や 

薄
に
も
ち
ゆ
る 

同 
 

本
坪
ノ 

二
百
七
十 

四
六
二
五 

 
 
 

 

土
石
水
の 

枡
目
に
ぞ
よ
き 
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① 

堤
の
体
積
な
ど
を
知
る
に
は
、
ね
置
（
下
底
）
何 

間
、
上
口
（
上
底
）
何
間
を
馬
ふ
み
と
い
う
の
で
す
が
、

上
口
と
ね
置
と
を
合
わ
せ
て
二
で
割
っ
て
高
さ
（
深

さ
）
を
掛
け
る
と
、
堤
の
切
り
口
が
何
坪
か
が
分
か
り

ま
す
。
こ
れ
に
高
さ
を
掛
け
る
と
堤
の
坪
（
体
積
）
が

わ
か
り
ま
す
。 

② 

古
い
堤
に
は
、
腹
付
と
い
っ
て
修
繕
工
事
を
し
て 

あ
り
、
何
尺
と
定
め
、
高
さ
が
い
く
ら
で
、
長
さ
が
何

十
間
と
定
ま
っ
て
い
ま
す
。
何
尺
か
の
分
を
六
十
五
で

割
り
、
高
さ
を
掛
け
、
長
さ
を
掛
け
れ
ば
坪
数
（
体
積
）

が
わ
か
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
水
坪
（
水
の
体
積
）、
平

坪
（
水
の
表
面
積
な
ど
）
の
別
を
心
得
て
お
け
ば
、
い

く
ら
か
踏
ん
で
あ
っ
て
も
、
見
積
も
り
が
決
ま
る
。 

池
、
田
の
薄
割
（
う
す
ざ
き
・
表
面
）
で
積
も
っ
て
い 

な
い
の
を
「
平
坪
」
と
い
い
ま
す
。「
本
坪
」
と
い
う 

の
は
、
栗
石
・
土
・
水
の
た
ぐ
い
を
い
い
ま
す
。 

③ 

六
尺
五
寸
四
方
を
そ
れ
ぞ
れ
掛
け
れ
ば
、
一
尺
四

方
の
間
四
十
二
・
二
五
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
平
坪
で

す
。
こ
れ
に
高
さ
六
尺
五
寸
を
掛
け
れ
ば
一
尺
四
方
六

面
の
坪
（
体
積
）
二
百
七
十
四
・
六
二
五
と
な
り
ま
す
。

こ
の
心
持
で
す
。
さ
れ
ば
、
土
・
水
な
ど
の
本
坪
積
も

り
は
、
二
百
七
十
五
に
ち
り
が
入
り
積
も
る
。
あ
る
い

は
、
石
で
も
水
で
も
升
目
な
ど
積
も
る
時
は
、
細
か
な

す
が
積
も
る
。
万
事
見
計
ら
い
が
大
事
で
す
。 

歌
に 

平
坪
の 

四
十
二
二
五
の 

尺
の
坪 

 
 

 
 

検
地
か
わ
ら
や 

薄
に
も
ち
ゆ
る 

同 
 

水
坪
の 

二
百
七
十
四
六
二
五 

 
 

 
 

土
石
水
の 

升
目
に
ぞ
よ
き 

 

現
代
語
訳 
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解説と解法 

 前問の続きの文です。 

 まず①です。ここは、堤の体積を知るための解き方を示

しています。 

 「ね置何間、    

上口何間」とあ 

りますが、「ね 

置注２０」というのは、 

本人の立っている 

ところから見て、堤の断面の下底にあたる辺の長さで、「上

口」というのは、堤の上底にあたる辺の長さのことでしょ

う。この上口注１９とね置とを合わせて２で割るのですから、

まさに台形状の四角形の堤の切口の面積（青色の部分）を

求めています。ただ、原文を見ると、この「２で割る」こ

とが書かれていません。台形の面積を求めているのですか

ら、おそらく田原氏が書き忘れたものと思われます。 

 そして、これに高さ（深さ）をかけますので、当然、堤

の体積が分かるということを説明しています。所謂、一般

化を図っているのですね。 

 次に②です。 

 ここでは、古い堤でも、修繕工事をしていても長さが分

かるので、間
けん

を０．６５で割って尺を求めます（０．６５

というのは、何度も出てきていますが、１尺は０．６５間

だからです）。面積や体積を求めるには、単位を間ではな

く尺で表さないといけないからです。そして、表面積に高

さをかけると体積が出ますね（単位は坪です）。 

ね置 

上口 
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 この計算方法は、水坪を求めるのか平坪を求めるのかさ

え意識していれば使えますよと、いうことです。ここでい

う「水坪」とは水の体積のことで、「平坪」というのは水

の表面積のことです。その後に「田の薄割（うすざき）」

とありますが、これは田の表面のことです。この場合も「平

坪」といいます。さらに「本坪」というのもあり、これは

「栗石」「土」「水」など立体物のことをいうということが

書かれています。このように、土木工事や検地などで使わ

れる用語の解説までしているのです。 

 最後の③です。 

 ６尺５寸四方といいますから、１間四方の土地のことで

すね。この場合は「平坪」とも書かれていますので立体の

表面をイメージする方がいいかもしれません。これに高さ

６尺５寸をかけるのですから、まさに１辺が１間の立方体

です。本文では「１尺四方六面」という表現ですが、１尺

四方の正方形が６面ある、つまり１辺が１尺の立方体とい

うことになります。 

 体積を求めるのですから、６尺５寸を３乗します。 

 ６，５×６．５×６．５＝２７４．６２５（尺３） 

            ≒２７５尺３ 

このようにして、立体の体積を求めればいいと書いてい

ます。そして、土・水などの本坪（体積）の場合は、上の

２７５尺３にさらにちりが入って積もる、石・水の場合で

も細かな砂が積もって、升が微妙に変化することがある。

全て見計らいが大事だと言っています。 

 後の歌は、これらのことを歌っているのです。 
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解説と解法 

 先に、池の水の体積は、１４７５０坪と分かっています。

１枚の田に３５坪の水を入れるのですから、水全体の体積

を１枚の水の体積で割れば、水の入る田の面積が分かりま

す。 

１４７５０÷３５＝４２１．４２８５７・・・（反） 

≒４２１．４（反） 

＝４２町１反４畝 

田
に
水
積
る
次
第
右

之
池
水
あ
り
し
ろ
田
へ

ハ
何
十
町
水
あ
る
と
問

時
ハ
ま
つ
あ
ら
し
ろ
と
い

ふ
ハ
ミ
つ
け
な
き
し
ろ

き
土
い
ろ
ノ
田
也
此
田

ニ
水
卅
五
坪
入
つ
も
り

に
し
て
ハ
右
之
水
坪
壱

万
四
千
七
百
五
十
坪

と
置
卅
五
坪
を
以
て

わ
れ
ハ
四
拾
弐
町
壱
反

四
畝
水 

田
に
水
積
も
る
次
第
。

右
の
池
水
あ
り
。
し
ろ

田
へ
は
何
十
町
水
あ
る

と
問
う
時
は
、
ま
ず
あ

ら
し
ろ
と
い
う
は
み
つ

け
な
き
白
き
土
色
の
田

也
。
此
の
田
に
水
三
十

五
坪
入
る
つ
も
り
に
し

て
は
、
右
の
水
坪
一
万

四
千
七
百
五
十
坪
と
置

く
。
三
十
五
坪
を
も
っ

て
割
れ
ば
四
十
ニ
町
一

反
四
畝
水 

原
文 

読
下
し
文 

田
に
水
を
入
れ
ま
す
。

右
の
池
（
先
の
池
）
の

水
を
白
田
へ
入
れ
る

に
は
、
何
十
町
の
田
に

水
が
入
る
で
し
ょ
う

か
と
問
う
時
、
こ
の
田

一
枚
に
三
十
五
坪
（
水

坪
）
の
水
を
入
れ
る
に

は
、
水
坪
一
万
四
千
七

百
五
十
坪
を
三
十
五

坪
で
割
れ
ば
、
四
十
二

町
一
反
四
畝
の
水
と

水
の
嵩
が
分
か
り
ま

す
。 

現
代
語
訳 
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と置く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右
壱
反
ニ
三
十
五
坪
入
時
ハ
ふ
か
さ
何
寸
ニ
成
と
問

七
寸
五
分
八
り
と
云
法
ニ
卅
五
坪
と
置
六
五
を
か
く
れ

ハ
二
二
七
五
と
成
是
を
田
ノ
法
三
に
て
わ
れ
ハ
七
寸
五

分
八
り
と
成
る
也 

壱
反
ニ
七
分
五
寸
八
り
ノ
時
ハ
い
く
坪
と
問
卅
五
坪

と
云
ふ
法
ニ
七
寸
五
分
八
り
と
置
六
五
に
て
わ
れ
ハ
四

九
二
七
と
成
是
へ
田
ノ
法
三
百
坪
か
く
れ
ハ
卅
五
坪
と

成
也
右
ノ
池
水
植
田
ハ
何
十
町
水
と
い
ふ
と
き
も
其
一

反
ノ
水
何
十
坪
と
定
水
坪
を
わ
れ
ハ
し
る
ゝ
也
田
ノ
水

積
も
何
寸
と
定
め
右
之
法
ハ
お
な
し
池
な
と
ノ
水
ハ
其

か
ゝ
り
ノ
田
な
に
ほ
と
有
間
此
池
に
ハ
二
へ
ん
三
へ
ん
と
つ

も
る
也
行
基
ハ
検
地
ノ
事
ハ
不
及
申
池
ま
て
こ
と

く

く
つ
き
た
て
い
ろ

く
諸
法
度
ま
て
定
た
ま
ひ
し
佛
也 

歌
に 

唐
土
に
つう
す
る
算
と
け
ん
す
る
と 

 
 

 
 

 

是
そ
和
国
ノ
割
初
と
し
れ 

 

右
壱
反
に
三
十
五
坪
入
時
ハ
深
さ
何
寸
に
成
る
と
問

う
。
七
寸
五
分
八
厘
と
言
う
。
法
ニ
卅
五
坪
と
置
く
。

六
五
を
か
く
れ
ハ
二
二
七
五
と
成
。
是
を
田
ノ
法
三
に

て
わ
れ
ハ
七
寸
五
分
八
厘
と
成
也
。 

一
反
ニ
七
寸
五
分
八
厘
の
時
ハ
い
く
坪
と
問
う
。
参
五

坪
と
言
う
。
法
に
七
寸
五
分
八
厘
と
置
く
。
六
五
に
て

わ
れ
ば
四
九
二
七
と
成
る
。
是
へ
田
の
法
三
百
坪
か
く

れ
ハ
三
十
五
坪
と
成
る
也
。
右
の
池
水
植
田
は
何
十
町

水
と
い
う
と
き
も
、
其
一
反
の
水
何
十
坪
と
定
め
、
水

坪
を
わ
れ
ば
知
る
ゝ
也
。
田
の
水
積
も
何
寸
と
定
め
右

之
法
は
お
な
じ
池
な
ど
の
水
は
其
か
ゝ
り
の
田
な
に
ほ

ど
有
る
と
間
う
、
此
池
に
は
二
へ
ん
三
べ
ん
と
つ
も
る

也
。
行
基
は
検
地
の
事
は
申
す
に
及
ば
ず
、
池
ま
で
こ

と
ご
と
く
つ
き
た
て
、
い
ろ
い
ろ
諸
法
度
ま
だ
定
め
た 

ま
い
し
佛
也
。 

歌
に 
唐
土
に
つ
う
ず
る 

算
と
け
ん
す
る
と 

 
 

 
 

是
ぞ
和
国
の 

割
初
と
し
れ 

原
文 

読
下
し
文 
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解説と解法 

① は、田１反に３５坪の水を 

張るのですが、「深さは何寸に 

なるか」を問うているので、単 

位を寸に換算するために、６５ 

をかけます。 

３５×６５＝２２７５ 

 

これを田の法３で割れば、 

２２７５÷３００＝７．５８３３ 

        ≒７．５８ 

       ＝７寸５分８厘 

現
代
語
訳 

① 

右
の
田
一
反
に
三
十
五
坪
の
水
を
入
れ
る
と
、
深
さ 

何
寸
に
な
る
か
と
問
う
と
、
七
寸
五
分
八
厘
と
な
り
ま

す
。
三
十
五
坪
の
水
な
の
で
、
こ
れ
に
六
十
五
を
か
け

れ
ば
二
二
七
五
と
な
り
、
こ
れ
を
田
の
法
三
で
割
れ
ば

七
寸
五
分
八
厘
と
な
り
ま
す
。 

② 

田
一
反
に
水
の
深
さ
七
寸
五
分
八
厘
の
場
合
は
何 

坪
か
と
問
う
と
、
三
十
五
坪
で
す
。
法
に
七
寸
五
分
八

厘
が
あ
り
、
こ
れ
を
六
十
五
で
割
れ
ば
四
九
二
七
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
に
田
の
法
三
百
坪
を
掛
け
れ
ば
三
十
五

坪
と
な
り
ま
す
。 

③ 

右
の
池
の
水
植
田
は
何
十
町
の
水
か
と
い
う
時
も
、 

そ
の
一
反
の
水
何
十
坪
と
定
め
、
水
坪
を
割
れ
ば
分
か

り
ま
す
。
田
の
水
積
も
何
寸
と
定
め
、
右
の
法
は
同
じ

池
な
ど
の
水
は
そ
の
か
か
り
の
田
何
ほ
ど
あ
る
か
を
問 

う
。
こ
の
池
に
は
、
二
へ
ん
三
べ
ん
と
積
も
り
ま
す
。

行
基
は
、
検
地
の
事
は
申
す
に
及
ば
ず
、
池
ま
で
こ
と

ご
と
く
突
き
立
て
色
々
諸
法
度
ま
で
定
め
ら
れ
た
佛

で
す
。 

歌
に 

唐
土
に 

通
ず
る
算
と 

け
ん
す
る
と 

 
 

 

こ
れ
ぞ
和
国
の 

割
り
初
め
と
知
れ 
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② です。田１反に７寸五分８厘の深さの水を張る場合の 

水の嵩
かさ

を問題にしています。これも同様で、単位の換算を

します。そのため６５で割りますと、坪の単位がでます。 

 ７．５８÷６５＝０．１１６６１５・・・ 

        ≒０．１１６６ 

（上の問題文では、６５で割ると４９２７になっています。

これは、７５．８に６５を掛けた場合の答えなので、問題

文の「６５にてわれば」とは合っていません。） 

この０．１１６６に田の法３００をかけます。 

０．１１６６×３００＝３４．９８ 

           ≒３５（坪） 

最後の③です。.これは池の水を田に張る場合の計算の一

般化をはかっている部分です。 

 ・池の水、田何十町の水かを問う時も、１反の水何十坪

かを決めて、水坪を割れば分かります。 

 ・他の水積を何寸かを決めて、水を入れる場合も同じで、

池の水では、どれだけの田に水を入れられるかを問う

こともあり、この池に、２へん３べんと何回も水が入

ります。 

 ・行基は、検地だけでなく、池までことごとく問題にし 

て決まり事をつくっていかれた仏様です。 

とまとめています。 
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第
十
三 

普
請
遠
近
割 

卅
六
町
に
し
て
一
日
七
里
ノ
つ
も
り
土
一
坪
壱
荷
に

三
斗
五
升
め
ふ
う
た
い
と
も
に
定
土
ノ
取
場
六
町
あ

り
一
日
に
一
坪
を
な
に
ほ
と
に
て
持
と
問
十
三
人
一

分
と
云
法
に
三
十
六
町
へ
七
里
か
く
れ
は
弐
百
五
十

二
町
と
成
是
右
に
置
土
ノ
取
場
六
町
あ
り
行
帰
十
二

町
あ
り
是
に
て
わ
れ
は
一
日
に
一
人
と
し
て
廿
壱
荷

と
し
る
ゝ
や
別
に
置
土
一
坪
に
一
尺
六
面
ノ
坪
弐
百

七
十
五
あ
り
一
尺
六
面
ノ
法
目
に
拾
壱
貫
目
有
也
米

一
升
之
法
目
三
百
七
十
匁
を
以
て
右
之
十
一
貫
め
を 

原
文 

わ
れ
は
土
一
尺
六
面
ノ
お
も
さ
弐
十
九
升
七
合
目
有
ふ

う
た
い
を
五
升
に
し
て
三
斗
五
升
目
と
成
是
壱
荷
也
土
一

坪
ノ
弐
百
七
十
五
荷
有
是
を
右
之
廿
壱
荷
に
わ
れ
は
十

三
人
一
分
と
成 

遠
近
算
は
万
事
よ
き
法
也
た
と
へ
は
砕
水
に
て
も
其
法

目
を
以
て
つ
も
る
也
道
之
法
に
廿
間
卅
間
と
い
ふ
時
は
一

町
之
法
六
十
間
に
て
わ
り
一
町
ノ
何
ふ
と
定
也 

歌
に 

一
文
字
よ
み
こ
ゑ
お
ほ
く
字
は
壱
つ 

 

近
名
か
は
る
と
道
ノ
法
算 
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三
十
六
町
に
し
て
、
一
日
七
里
の
積
も
り
土
一
坪
を

一
荷
と
し
て
三
斗
五
升
目
の
風
袋
と
も
に
定
め
、
土
の

取
り
場
ま
で
六
町
あ
り
。
一
日
に
一
坪
を
何
ほ
ど
に
て

持
て
と
問
う
。
十
三
人
一
分
と
言
う
。
法
に
三
十
六
町

へ
七
里
か
け
れ
ば
、
二
百
五
十
二
町
と
な
る
。
是
、
右

に
置
く
。 

土
の
取
り
場
ま
で
六
町
あ
り
、
行
っ
て
帰
る
と
往
復

で
十
二
町
あ
り
。
是
に
て
割
れ
ば
一
日
に
一
人
と
し
て

二
十
一
荷
と
知
る
る
や
。
別
に
置
く
。 

 

土
一
坪
に
一
尺
六
面
の
坪
二
百
七
十
五
あ
り
。
一
尺

六
面
の
法
目
に
十
一
貫
目
有
る
也
。
米
一
升
の
法
目
三

百
七
十
匁
を
以
て
、
右
の
十
一
貫
目
を
割
れ
ば
、
土
一 

読
下
し
文 

尺
六
面
の
重
さ
二
十
九
升
七
合
目
有
り
。
風
袋
を
五
升

に
す
る
と
三
斗
五
升
目
と
成
る
。
是
一
荷
也
。 

土
一
坪
の
二
百
七
十
五
荷
有
り
。
是
を
右
の
二
十
一

荷
に
割
れ
ば
、
十
三
人
一
分
と
成
る
。 

遠
近
算
は
、
万
事
よ
き
法
也
。
例
え
ば
、
砕
水
に
て

も
其
法
目
を
以
て
積
も
る
也
。
道
の
法
に
二
十
間
三
十

間
と
い
う
時
は
、
一
町
の
法
六
十
間
に
て
割
り
、
一
町

の
何
ふ
と
定
め
る
也
。 

 歌
に 

一
文
字
よ
み
こ
ゑ
お
ほ
く
字
は
壱
つ 

 

近
名
か
は
る
と
道
ノ
法
算 
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一
里
は
三
十
六
町
で
す
。
一
日
に
七
里
、
土
一
坪
を

運
び
ま
す
。
土
を
「
一
荷
」
と
し
て
三
斗
五
升
入
り
の

風
袋
に
入
れ
て
、
土
の
取
り
場
ま
で
六
町
あ
り
ま
す

が
、
一
日
に
こ
の
一
坪
の
土
を
何
人
で
持
っ
て
運
べ
ば

い
い
か
を
問
い
ま
す
。
答
え
は
十
三
・
一
人
で
す
。 

法
に
三
十
六
町
に
七
里
を
掛
け
れ
ば
、
二
百
五
十
二

町
と
な
り
ま
す
。
土
の
取
り
場
ま
で
六
町
あ
る
の
で
、

往
復
す
る
と
十
二
町
で
す
。
こ
の
十
二
で
割
れ
ば
一
日

に
一
人
で
運
ぶ
と
す
る
と
二
十
一
荷
と
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
土
一
坪
を
立
方
体
と
す
る
と
、
一
辺
が
一
尺

六
面
体
の
坪
二
百
七
十
五
と
な
り
ま
す
。
一
尺
六
面
の

法
目
に
十
一
貫
目
と
あ
り
ま
す
。
米
一
升
の
法
目
三 

現
代
語
訳 

百
七
十
匁
で
こ
の
十
一
貫
目
を
割
れ
ば
、
土
一
尺
六
面

の
重
さ
二
十
九
升
七
合
目
あ
り
ま
す
。
風
袋
を
五
升
と

す
る
と
三
斗
五
升
目
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
一
荷
で

す
。 土

一
坪
で
ニ
百
七
十
五
荷
あ
り
、
こ
れ
を
二
十
一
荷

で
割
れ
ば
十
三
・
一
人
と
な
り
ま
す
。 

遠
近
算
は
、
万
事
良
き
法
で
す
。
例
え
ば
、
砕
水
で

も
そ
の
法
目
で
体
積
を
量
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
道
の

法
で
は
、
二
十
間
、
三
十
間
と
い
う
時
は
、
一
町
の
法

六
十
間
で
割
り
、
一
町
は
い
く
ら
と
定
め
て
い
ま
す
。 

歌
に 

一
文
字 

読
み
声
多
く 

字
は
一
つ 

 
 

 
 

近
名
変
わ
る
と 

道
の
法
算 
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解説と解法 

 この場合の「土１坪」は、１辺が１間の立方体の土の量

を表します。「坪」ですが面積ではなく体積になります。 

 １日に土１坪を１人で運ぶと仮定すると、３６町は１里

なので 

  1人で１日に歩くとしたときの距離＝３６町×７里 

                   ＝２５２町 

 １回土を取りに行くと、土の取り場までを往復するので 

  ６町×２＝１２町 

 １人で土１坪を運ぶ場合、２５２町をこの１２町で割り

何往復するかを出します。 

  ２５２÷１２＝２１（往復） 

１回運ぶのを１荷とするので、つまり２１荷となります。 

 また、土１坪は 

１辺１間の立方体 

（六面体）なので、 

間を尺に換算する 

と体積は、一辺× 

一辺×一辺ですの 

で、 

 ６．５ 

×６．５ 

×６．５ 

＝２７４．６２５（尺３） 

       ≒２７５尺３ 

これが土１坪の、尺に換算した時の土の量です。言い換え

６．５尺 

６．５尺 

６．５尺 

275尺３ 

土１坪 
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れば、１辺が１尺の立方体が２７５個あるということです。 

 別に、１辺が１尺の立方体（六面体）の土の重さは１１

貫目（１１０００匁）とあり、米１升＝３７０匁なので、 

 １１０００÷３７０＝２９．７２９７２９・・・ 

          ≒２９升７合 ≒３０升 ＝３斗 

これが、１辺が１尺の立方体（１尺３）の体積（量）です。 

風袋を５升とすると、３斗の土を風袋に入れるので、 

 ３斗＋５升＝３斗５升・・・これが１荷の重さ 

土１坪で２７５荷の土だったので、２１荷で割ります。 

２７５÷２１＝１３．０９５２・・・ 

       ≒１３．１（人） 
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別解 

 土１坪＝1人１往復時の土の量×２１×Ｘ（人） 

１日に土１坪を１人で運ぶと仮定すると、 

  1人で１日に歩くとしたときの距離＝３６町×７里 

                     ＝２５２町 

  往復すると、 

２５２÷（６町×２）＝２１往復 

  単位を匁に換算します。 

土１升＝１１貫＝１０００匁×１１ 

           ＝１１０００匁 

    米１升＝３７０匁 

  １荷の土の量を X升とすると、 

    １升：３７０匁＝Ｘ：１１０００匁 

    Ｘ＝１１０００÷３７０ 

     ＝２９．７２９７・・・ 

     ≒３０升（１荷の土の量） 

   土１坪＝１間３＝（６．５尺）３ 

         ＝２７５尺３ 

   土１坪＝２７５尺３＝３０×２７５＝８２５０升 

   １人１日に運ぶ土の量＝３０×２１＝６３０升 

    ８２５０＝６３０×Ｘ 

       Ｘ＝８２５０÷６３０  

        ＝１３．０５２３・・・ 

        ≒１３．１（人） 
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坪
ち
ら
し
次
第
た
と
へ
は
土
十
五
坪
有
上
口
壱
尺
八

寸
ね
口
二
尺
二
寸
高
六
尺
ノ
塀
に
つ
き
申
時
な
に
ほ

と
長
有
と
問
三
百
四
十
三
間
四
尺
八
寸
七
分
五
リ
と

云
法
に
上
口
ね
口
合
四
尺
有
二
つ
に
し
て
弐
尺
と
成

是
へ
六
尺
か
く
れ
は
一
尺
ノ
坪
十
二
と
成
別
に
置
土

一
坪
に
は
一
尺
ノ
物
弐
百
七
十
五
有
是
へ
十
五
坪
か

く
れ
は
一
尺
ノ
物
四
千
百
廿
五
と
成
右
に
置
右
之
十

二
を
以
て
わ
れ
は
三
百
四
十
三
間
七
十
五
と
成
此
七

五
ば
か
り
六
五
を
か
く
れ
は
三
百
四
十
三
間
四
尺
八

寸
七
分
五
リ
ノ
長
と
成
也 

 

原
文 

読
下
し
文 

坪
ち
ら
し
次
第
、
た
と
え
ば
土
十
五
坪
有
る
。
上
口
一
尺

八
寸
、
ね
口
二
尺
二
寸
、
高
さ
六
尺
の
塀
に
つ
き
申
す
時
、

何
ほ
ど
長
さ
有
り
と
問
う
。
三
百
四
十
三
間
四
尺
八
寸
七

分
五
厘
と
言
う
。
法
に
上
口
、
ね
口
合
わ
せ
て
四
尺
有
る
。

二
つ
に
し
て
弐
尺
と
成
る
。
是
へ
六
尺
か
く
れ
ば
一
尺
の

坪
十
二
と
成
り
別
に
置
く
。
土
一
坪
に
は
一
尺
の
物
百
七

十
五
有
る
。
是
へ
十
五
坪
か
く
れ
は
一
尺
の
物
四
千
百
二

十
五
と
な
り
右
に
置
く
。
こ
の
十
二
を
以
て
わ
れ
ば
三
百

四
十
三
間
七
十
五
と
成
る
。
此
の
七
十
五
ば
か
り
六
五
を

か
く
れ
ば
三
百
四
十
三
間
四
尺
八
寸
七
分
五
厘
の
長
さ

と
成
る
也
。 
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解説と解法 

 まず、「上口」「ね口注

２０」という単語が出て 

きます。上口とは台形

でいう上底にあたりま

す。また、ね口は下底

にあたります。すると、

上の問題文で問うてい

る塀の形は、左のよう

な図になります。 

 

坪
ち
ら
し
次
第
。
例
え
ば
、
土
十
五
坪
あ
り
ま
す
。
こ
れ

で
上
口
一
尺
八
寸
、
ね
口
二
尺
二
寸
、
高
さ
六
尺
の
塀
を

造
る
と
す
れ
ば
、
長
さ
は
い
く
ら
に
な
り
ま
す
か
。
答
え

は
三
百
四
十
三
間
四
尺
八
寸
七
分
五
厘
で
す
。
法
に
、
上

口
と
ね
口
合
わ
せ
る
と
四
尺
あ
り
、
二
で
割
る
と
二
尺
で

す
。
是
に
高
さ
が
六
尺
な
の
で
掛
け
る
と
一
尺
の
坪
十
二

と
な
り
ま
す
。
土
一
坪
は
、
尺
で
い
う
と
、
二
百
七
十
五

尺
（
三
乗
尺
）
で
す
。
十
五
坪
な
の
で
四
千
百
二
十
五
尺

（
三
乗
尺
）
と
な
り
ま
す
。
前
の
十
二
で
割
れ
ば
三
百
四

十
三
間
七
十
五
と
な
り
ま
す
。
こ
の
七
十
五
に
六
十
五
を

掛
け
て
、
合
わ
せ
て
三
百
四
十
三
間
四
尺
八
寸
七
分
五
厘

の
長
さ
と
な
り
ま
す
。 

  

現
代
語
訳 

 

２尺２寸 

六 

尺 

？ 

 

２尺２寸 

１尺８寸 

六
尺 

？ 
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さて、「土１５坪」は、平面だけではなく、このように

土の体積を表す場合にも使います。坪ですから、１辺が１

間の立方体の土と考えると分かりやすいです。現代でいえ

ば、１．８m×１．８m×１．８m＝５．８３２ｍ３ 

ということになります。 

間を尺に換算して立式をすると、１間＝６．５尺ですので 

  （６．５尺）３＝２７４．６２５尺３ 

               ≒２７５尺３ 

土が１５坪なので、１５倍しておきましょう。 

  ２７５×１５＝４１２５（尺３） 

 では、塀です。 

上口とね口とを合わせると４尺あるので、 

 １尺８寸＋２尺２寸＝４尺 

ですね。これを２で割るのは、（上口＋ね口）÷２、つま

り、塀の断面の台形を長方形と見立てた（図の赤線）時の

横の長さを求めています。 

次に、これに高さの６尺を掛けるのですか

ら、まさに断面積を出しています。 

 ４尺÷２＝２尺 

２尺×６尺＝１２尺２・・・断面積 

この場合でも原文では「坪１２」とあります

が、この坪は、平面の坪です。 

土の量１５坪を断面積で割れば、塀の長さ

が出るわけです。 

 ４１２５÷１２＝３４３．７５（間） 

０．７５に６５を掛けるのは、間未満の長さを尺の単位に

 

六
尺 

２尺 
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換算するためです。 

  ０．７５×６５＝４．８７５（尺） 

これに元の３４３間を合わせて、 

 ３４３間＋４．８７５尺＝３４３間４尺８寸７分５厘 

と、これが求める塀の長さになります。 

 

 

「第十三 普請遠近割」の問題は、もう１問書かれていま

す。それが次のページです。 
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土
五
坪
あ
っ
て
、
こ
れ
を
た
て
三
間
、

横
五
間
の
屋
敷
の
塀
を
造
る
と
す
れ

ば
、
塀
の
厚
さ
は
ど
れ
だ
け
に
な
り
ま

す
か
。
答
え
は
、
二
尺
一
寸
七
分
で
す
。

法
に
土
の
体
積
一
坪
は
二
百
七
十
五

（
三
乗
尺
）
で
、
五
坪
な
の
で
一
尺
六

面
の
坪
千
三
百
七
十
五
（
三
乗
尺
）
。

三
間
に
五
間
を
掛
け
れ
ば
、
平
坪
（
面

積
）
は
十
五
坪
と
な
り
ま
す
。
平
坪
の

法
四
二
・
二
五
（
一
坪
の
面
積
・
二
乗

尺
）
を
掛
け
れ
ば
、
六
百
三
十
三
坪
七

十
五
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
で
五
坪
の
土

の
体
積
千
三
百
七
十
五
を
割
れ
ば
、
二

尺
一
寸
七
分
と
な
り
ま
す
。 

 
現
代
語
訳 

土
五
坪
有
是
を
三
間
に
五
間
ノ

屋
敷
ヘツ
キ
申
時
は
な
に
ほ
と
あ
つ

さ
有
と
問
弐
尺
一
寸
七
分
と
云

法
に
土
一
坪
ノ
法
弐
百
七
十
五

と
置
五
坪
を
か
く
れ
は
一
尺
六

面
ノ
坪
千
三
百
七
十
五
と
成
別

に
置
三
間
に
五
間
か
く
れ
は
平
坪

十
五
坪
と
成
是
へ
平
坪
ノ
法
四
二

二
五
を
か
く
れ
は
一
尺
ノ
ま
六
百

三
十
三
坪
七
五
と
成
是
代
に
し

て
右
之
千
三
百
七
十
五
を
わ
れ

は
弐
尺
一
寸
七
分
と
成
也 

土
五
坪
あ
り
是
を
三
間
に
五
間
の
屋

敷
へ
つ
き
申
す
時
は
、
何
ほ
ど
厚
さ

有
る
と
問
う
。
弐
尺
一
寸
七
分
と
云

う
。 

 

法
に
土
一
坪
の
法
弐
百
七
十
五
と

置
く
。
五
坪
を
か
く
れ
ば
一
尺
六
面

の
坪
千
三
百
七
十
五
と
成
る
。
別
に

置
く
。
三
間
に
五
間
が
く
れ
ば
平
坪

十
五
坪
と
成
る
。
是
へ
平
坪
の
法
四

二
二
五
を
か
く
れ
ば
、
一
尺
の
ま
六

百
三
十
三
坪
七
五
と
成
る
。
是
代
に

し
て
右
の
千
三
百
七
十
五
を
割
れ
ば

弐
尺
一
寸
七
分
と
成
る
也
。 

原
文 

読
下
し
文 
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解説と解法 

 

 今までの問題を解いてこられた方には、これは案外易し

いかもしれません。下のような図の屋敷の塀の厚さを問う

ています。 

１坪＝１間＝（６．５）尺＝２７４．６２５尺 

            ≒２７５尺 

   ５坪＝５間＝２７５×５＝１３７５尺 

   １坪＝１間＝（６．５）尺＝４２．２５尺（平坪） 

   １５坪＝４２．２５×１５＝６３３．７５尺 

   ６３３．７５尺×Ｘ＝１３７５ 

   Ｘ＝１３７５÷６３３．７５ 

    ＝２．１６９６・・・ 

    ≒２．１７ 

          ２尺１寸７分 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

５間 

３間 
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栗
石
台
十
間
四
方
に
高
五
間
を
五
重
に
一
間
つ
ゝ
高

に
つ
き
申
時
上
ノ
重
ま
で
一
重
ノ
惣
廻
よ
り
一
尺
つ
ゝ

犬
は
し
り
へり
申
五
重
め
に
て
は
何
丈
四
方
成
又
何
百

坪
有
と
問 

 

五
重
ノ
有
坪
四
百
四
十
一
坪
二
分
九
リ
八
も
三
糸
法

に
下
台
十
間
四
方
は
百
坪
也 

二
重
め
は
十
間
ヲ
六

丈
五
尺
と
し
て
二
尺
引
六
丈
三
尺
四
方
左
右
に
置
か 
 

原
文 

く
れ
は
三
九
六
九
と
成
是
へ
高
六
尺
五
寸
か
く
れ
は
二

五
七
九
八
五
と
成
是
ヲ
六
尺
五
寸
に
て
三
度
わ
れ
は
二

重
目
ノ
有
坪
九
十
三
坪
九
ふ
四
リ
と
成
五
重
め
ま
て
置

用
お
な
し
次
第
に
二
尺
引
也 

三
重
め
六
丈
一
尺
四
方 

 

有
坪
八
十
八
坪
超
七
一 

四
重
め
五
丈
九
尺
四
方 

 

同
八
十
二
坪
三
八
八
三 

五
重
め
五
丈
七
尺
四
方 

 

同
七
十
六
坪
八
九
九 

右
五
重
有
坪
合
四
百
四
十
一
坪
二
ふ
九
リ
八
も
三 

右
五
重
め
に
て
五
丈
七
尺
有
也
右
之
法
二
重
め
よ
り
六

丈
三
尺
左
右
に
か
け
高
さ
か
け
六
五
に
て
三
度
わ
る
は

丈
に
て
あ
る
に
よ
り
両
に
置
ゆ
へ
二
度
又
高
さ
か
く
る
ゆ

へ
一
度
以
上
三
度
わ
る
也
下
の
台
は
十
間
は
し
た
な
き
に

よ
り
左
右
に
か
く
る
也
高
さ
か
け
本
坪
と
成
検
地
は
平

坪
の
初
也
何
も
平
坪
ノ
心
に 

歌
に 

薄
割
と
普
請
検
地
は
お
な
し
算 

太
郎
よ
二
郎
よ
と
名
を
そ
付
け
り 
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読
下
し
文 

栗
石
台
十
間
四
方
に
、
高
五
間
を
五
重
に
一
間
づ
ゝ
高

に
つ
き
申
す
時
、
上
の
重
ま
で
一
重
の
惣
廻
よ
り
一
尺

づ
ゝ
犬
ば
し
り
減
り
申
す
。
五
重
め
に
て
は
何
丈
四
方

成
り
、
ま
た
何
百
坪
有
る
と
問
う
。 

 

法
に
下
台
十
間
四
方
は
百
坪
也
。
二
重
め
は
十
間
を
六

丈
五
尺
と
し
て
二
尺
引
き
六
丈
三
尺
四
方
左
右
に
置

い
て
か
く
れ
ば
、
三
九
六
九
と
成
る
。
是
へ
高
六
尺
五

寸
か
く
れ
ば
二
五
七
九
八
五
と
成
る
。
是
を
六
尺
五
寸 

      

に
て
三
度
割
れ
ば
二
重
目
の
有
坪
九
十
三
坪
九
分
四

厘
と
成
る
。
五
重
め
ま
で
置
用
お
な
じ
次
第
に
二
尺
引

く
也
。 

三
重
め
六
丈
一
尺
四
方 

有
坪
八
十
八
坪
超
え
七
一 

四
重
め
五
丈
九
尺
四
方 

 

同
八
十
二
坪
三
八
八
三 

五
重
め
五
丈
七
尺
四
方 

 

同
七
十
六
坪
八
九
九 

右
五
重
有
坪
合
わ
せ
て
四
百
四
十
一
坪
二
分
九
厘
八

毛
三 

右
五
重
め
に
て
五
丈
七
尺
有
る
也
。
右
の
法
二
重
め
よ

り
六
丈
三
尺
左
右
に
か
け
、
高
さ
か
け
、
六
五
に
て
三

度
わ
る
は
、
丈
に
て
あ
る
に
よ
り
両
に
置
く
ゆ
へ
二
度

ま
た
高
さ
か
く
る
ゆ
へ
、
一
度
以
上
三
度
わ
る
也
。
下

の
台
は
十
間
は
下
な
き
に
よ
り
左
右
に
か
く
る
也
。
高

さ
か
け
本
坪
と
成
り
、
検
地
は
平
坪
の
初
め
也
。
何
も

平
坪
の
心
に
。 

歌
に 
薄
割
と
普
請
検
地
は
お
な
じ
算 

太
郎
よ
二
郎
よ
と
名
を
ぞ
付
け
り 

 

五
重
の
有
坪
四
百 

四
十
一
坪
二
分
九 

厘
八
毛
三
糸
。 
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栗
石
（
岩
石
を
割
っ
て
造
っ
た
小
塊
状
の
石
材
）
を
使

っ
て
、
十
間
四
方
で
高
さ
五
間
の
五
重
の
立
体
を
造
り

ま
す
。
一
間
の
高
さ
ご
と
に
幅
を
一
尺
ず
つ
小
さ
く
す

る
と
、
五
重
目
で
は
何
丈
四
方
と
な
り
、
ま
た
何
百
坪

と
な
り
ま
す
か
。 

 

答
え
、
五
重
の
立
体
の
坪
（
体
積
）
は
、
四
百
四
十
一

坪
二
分
九
厘
八
毛
三
糸
と
な
り
ま
す
。 

法
に
土
台
（
一
重
目
）
は
十
間
四
方
な
の
で
百
坪
で
す
。

二
重
目
は
十
間
が
六
丈
五
尺
な
の
で
二
尺
を
引
い
て 

六
丈
三
尺
四
方
で
す
。
面
積
は
三
九
・
六
九
（
二
乗
尺
）

で
、
高
さ
が
あ
る
の
で
六
尺
五
寸
を
掛
け
れ
ば
二
五

七
・
九
八
五
（
三
乗
尺
）
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
六
尺

五
寸
で
三
度
割
れ
ば
、
二
重
目
の
坪
九
十
三
坪
九
分
四

厘
と
な
り
ま
す
（
尺
を
坪
に
換
算
）。 

五
重
目
ま
で
同
じ
よ
う
に
二
尺
引
く
と
、 

三
重
目 

六
丈
一
尺
四
方
で
、 

坪
（
体
積
）
八
十
八
坪
〇
七
一 

 

四
重
目 

五
丈
九
尺
四
方
で
、 

同 
 

 
 

八
十
二
坪
三
八
八
三 

 

五
重
目 

五
丈
七
尺
四
方
で
、 

同 
 

 

七
十
六
坪
八
九
九 

 
右
、
五
重
の
坪
合
わ
せ
て
四
百
四
十
一
坪
二
分
九
厘

八
毛
三
糸 

 

右
、
五
重
目
で
は
一
辺
が
五
丈
七
尺
に
な
り
ま
す
。

右
の
法
、
二
重
目
よ
り
六
丈
三

尺
を
二
乗
し

て
、
高
さ
を
掛
け
て
、
六
十
五
で
三
度

割
る
の
は
、
単
位
が
丈
だ
か
ら
で
す
。

二
度
高
さ
掛
け
る
の
で
、
一
度
以
上
三

度
割
る
の
で
す
。 

下
の
台
は
、
十
間
で
下
の
数
は
無
い

の
で
、
二
乗
し
ま
す
。
高
さ
を
掛
け
る

と
本
坪
（
体
積
）
と
な
り
ま
す
。
検
地

は
、
平
坪
（
面
積
）
の
初
め
で
す
。
い
ず

れ
も
平
坪
の
心
に
。 

 
 

歌
に 

薄
割
と
普
請
検
地
は 

同
じ

算 

 
 

 
 

 
 

太
郎
よ
二
郎
よ
と 

名
を
ぞ

付
け
り 
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解説と解法 

 現代語訳にも書いたように、「栗石」とは、岩石を割っ

て造った小さな塊の石材のことで、「栗石台」とは、それ

を使った台状の立体のことです。また、「犬はしり」とは

「犬走り」のことで、犬が走れる程度の幅の細い道のこと

で、ここでは各段の細い台状の部分（図では白色）です。

これは現代でもまだ使われている言葉ですね。 

 さて、この立体は、似たようなものはどこかでご覧にな

ったことがおありではないでしょうか。そう、まさに行基

の造られた土塔そのものと同じ形です。段数や大きさは違

いますが、この問題を解くと、実際の土塔の規模も計算で

きそうですね。 

 では、解いていきましょう。 

 まず、問題は、五重目つまり五段目（上段）の正方形の

一辺の長さと、この立体の体積を求めています。一重目は

右
の
法
、
二
重
目
よ
り
六
丈
三
尺
を

二
乗
し
て
、
高
さ
を
掛
け
て
、
六
十

五
で
三
度
割
る
の
は
、
単
位
が
丈
だ

か
ら
で
す
。
二
度
高
さ
掛
け
る
の
で
、

一
度
以
上
三
度
割
る
の
で
す
。 

下
の
台
は
、
十
間
で
下
の
数
は
無

い
の
で
、
二
乗
し
ま
す
。
高
さ
を
掛

け
る
と
本
坪
（
体
積
）
と
な
り
ま
す
。

検
地
は
、
平
坪
（
面
積
）
の
初
め
で

す
。
い
ず
れ
も
平
坪
の
心
に
。 

 

歌
に 

 

薄
割
と 

普
請
検
地
は 

 

同
じ
算 

 
 
 

太
郎
よ
二
郎
よ
と 

 

名
を
ぞ
付
け
り 
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１０間四方なので、面積は１０×１０＝１００（坪）です。

これを尺に換算すると、１０間＝６丈５尺なので、 

 ６丈５尺×６丈５尺＝４２．２５（丈２） 

これを坪になおすと、 

４２．２５÷（０．６５×０．６５）＝１００ です。 

高さは全体で５間なので各段の高さは１間です。田原氏は

これを前提にしたようです。で一重目（１段目）の体積は、 

１００（坪）×１（間）＝１００（体積坪）となります。 

二重目以降は、幅が 1尺ずつ狭くなりますので、１辺の６

丈５尺から狭くなった２尺ずつ引いていき、上と同様の計

算をしていくと各段の体積は、 

 二重目：６丈３尺×６丈３尺＝３９．６９（丈２） 

              ≒９３坪９分４厘 

     ９３坪９分４厘×１間＝９３坪９分４厘 

 三重目：６丈１尺×６丈１尺＝３７．２１（丈２） 

              ≒８８坪０分７厘１毛 

    ８８坪０分７厘１毛×１＝８８坪０分７厘１毛 

 四重目：５丈９尺×５丈９尺＝３４．８１（丈２） 

              ≒８２坪３分８厘８毛３糸 

    ８２坪３分８厘８毛３糸×１ 

＝８２坪３分８厘８毛３糸 

 五重目：５丈７尺×５丈７尺＝３２．４９（丈２） 

              ≒７６坪８分９厘９毛４糸 
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   ７６坪８分９厘９毛４糸×１ 

＝７６坪８分９厘９毛４糸 

となります。これらを合わせて五段すべての体積を求める

と、 

   １００ 

９３．９４０８ 

８８．０７１０ 

８２．３８８３ 

７６．８９３４ 

   ４４１．２９３５・・・４４１坪２分９厘３毛５糸 

         （答えは ４４１坪２分９厘８毛３糸） 

以上のように、立体の体積は求められました。 

なお、五重目で書いた「5丈７尺」が一辺の長さになり

ます。 

 ところで、堺市中区土塔町にある土塔は、行基が建立し

た大野寺にある１３重の土の塔で、一辺の長さは約５３．

１ｍ、高さは８．６ｍ以 

上です。神亀４年（７２ 

７）に起工されたもので 

昭和２８年（１９５３） 

に国の史跡に指定されて 

います。 

 
 

＋ 
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第
十
四 

知
行
割 

三
年
ノ
物
成
弐
千
百
八
十
弐
石
五
斗
有
一
年
ハ
五

ツ
一
分
取
一
年
ハ
四
つ
五
分
取
一
年
ハ
五
つ
四
分
取
如

此
候
へ
共
本
高
し
ら
す
と
問
日
千
四
百
五
十
五
石
と

云 

五
ツ
下
ノ
物
成
七
百
四
拾
弐
石
五
升
始
ノ
年 

四
ツ
五
分
ノ
物
也
六
百
五
十
四
七
斗
五
升
二
年 

五
ツ
四
分
ノ
物
成
七
百
八
十
五
石
七
斗
三
年
め 

三
口
物
成
合
弐
千
百
八
十
二
石
五
斗 

法
ニ
三
年
ノ
物
成
弐
千
百
八
十
二
石
五
斗
と
右
に
置

三
年
ノ
取
合
十
五
有
是
を
以
て
わ
れ
は
千
四
百
五
十

五
石
と
成
是
本
高
成
又
年
〃
ノ
物
成
は
本
高
に
其
年

ノ
取
を
か
く
れ
は
め
い

く
に
右
ノ
こ
と
く
し
る
ゝ
也 

右
之
高
千
四
百
五
十
五
石
に
夫
米
六
升
ノ
時
は
左 

に
六
升
と
置
右
ノ
高
へ
か
く
れ
ハ
八
十
七
石
三
斗
と
し

る
ゝ
也
四
升
五
升
は
か
り
と
い
ふ
と
も
本
高
へ
か
け
申
者

也 

右
之
物
成
七
百
四
十
弐
石
五
升
納
申
時
ニ
口
米
と
て

石
に
三
升
ニ
定
り
有
右
之
物
成
へ
三
升
か
く
れ
ハ
弐
十
弐

石
弐
斗
六
升
壱
合
五
勺
と
成
也 

弐
十
石
納
所
申
時
此
内
に
て
口
米
引
時
は
右
ニ
廿
石

と
置
左
に
一
超
三
と
立
右
を
わ
れ
ハ
十
九
石
四
斗
一
升

七
合
と
成
也
此
一
超
三
に
て
わ
る
ハ
口
米
本
米
合
壱
石

三
升
ノ
故
に
わ
る
也
弐
十
石
に
は
六
斗
な
れ
と
も
口
ノ

口
と
て
少
ち
か
ひ
あ
る
故
也 

歌
に 

 

夫
米
と
ハ
高
に
か
け
ぬ
る
算
な
ら
し 

三
升
ノ
口
ハ 

か
く
る
物
成 

同 
 

 
口
米
ハ
そ
と
な
り
内
て
引
口
ハ 

三
升
ノ
も
の
に
二
升
九
合
一 

原
文 
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第
十
四 

知
行
割 

三
年
の
物
成
二
千
百
八
十
二
石
五
斗
有
る
。
一
年
は

五
つ
一
分
取
り
。
一
年
は
四
つ
五
分
取
り
。
一
年
は
五

つ
四
分
取
り
。
か
く
の
如
く
候
え
共
、
本
高
知
ら
ず
と

問
う
。
答
え
て
曰
く
。
千
四
百
五
十
五
石
と
言
う
。 

五
つ
下
の
物
成
七
百
四
十
二
石
五
升
、
初
め
の
年 

四
つ
五
分
の
物
也
六
百
五
十
四
石
七
斗
五
升
、
二
年 

五
つ
四
分
の
物
也
七
百
八
十
五
石
七
斗
、
三
年
目 

三
口
物
成
、
合
わ
せ
て
二
千
百
八
十
二
石
五
斗
。 

法
に
三
年
の
物
成
、
二
千
百
八
十
二
石
五
斗
と
、
右

に
置
く
。
三
年
の
取
り
合
わ
せ
て
十
五
有
る
。
是
を
以

て
割
れ
ば
千
四
百
五
十
五
石
と
成
る
。
是
本
高
成
る
。

ま
た
、
年
こ
の
物
成
は
、
本
高
に
其
年
の
取
り
を
掛
け

れ
ば
、
め
い
め
い
に
右
の
如
く
知
る
る
也
。 

 

右
の
高
千
四
百
五
十
五
石
に
そ
の
米
六
升
の
と
き 

は
、
左
に
六
升
と
置
く
。
右
の
高
へ
掛
く
れ
ば
八
十
七

石
三
斗
と
知
る
る
也
。
四
升
五
升
ば
か
り
と
い
う
と
も
、

本
高
へ
掛
け
申
す
も
の
也
。 

 

右
の
物
成
七
百
四
十
二
石
五
升
納
め
申
す
時
に
、
口

米
と
て
石
に
三
升
に
定
め
有
り
。
右
の
物
成
へ
三
升
掛

く
れ
ば
、
二
十
二
石
二
斗
六
升
一
合
五
勺
と
成
る
也
。 

二
十
石
納
め
る
と
こ
ろ
申
す
時
、
こ
の
内
に
て
口
米

引
く
と
き
は
、
右
に
二
十
石
と
置
く
。
左
に
一
超
え
、

三
と
立
つ
。
右
を
割
れ
ば
十
九
石
四
斗
一
升
七
合
と
成

る
也
。
こ
の
一
超
え
、
三
に
て
割
る
は
、
口
米
本
米
合

わ
せ
て
一
石
三
升
の
故
に
割
る
也
。
二
十
石
に
は
六
斗

な
れ
ど
も
、
口
の
口
と
て
少
ち
か
ひ
あ
る
故
也
。 

歌
に 

そ
れ
米
と
は 

高
に
か
け
ぬ
る 

算
な
ら
し 

三
升
の
口
は 

か
く
る
物
成
。 

同 
 

口
米
は
外
也 

内
て
引
き
口
は 

 
 

 
 

三
升
の
も
の
に
二
升
九
合
一 

 

読
下
し
文 
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第
十
四 

知
行
割
（
知
行
に
か
か
わ
る
計
算
） 

① 

三
年
の
物
成
（
年
貢
）
二
千
百
八
十
二
石
五
斗
あ
る 

と
し
ま
す
。
一
年
目
は
五
・
一
分
を
と
り
、
次
の
一
年

は
四
・
五
分
を
と
り
、
最
後
の
一
年
は
五
・
四
分
を
と

っ
た
と
し
ま
す
。
こ
の
場
合
の
、
本
高
（
実
質
の
石
高
）

は
い
く
ら
に
な
り
ま
す
か
。
答
え
は
、
千
百
五
十
五
石

と
な
り
ま
す
。 

 

一
年
目 

五
・
一
の
物
成 

七
百
四
十
二
石
五
升 

 

 

二
年
目 

四
・
五
の
物
成 

六
百
五
十
四
石
七
斗
五

升 

 

三
年
目 

五
・
四
の
物
成 

七
百
八
十
五
石
七
斗 

 

三
年
分
の
物
成
、
合
わ
せ
て
二
千
百
八
十
二
石
五
斗

法
に
、
三
年
の
物
成
、
二
千
百
八
十
二
石
五
斗
で
、
三

年
の
取
り
分
（
割
合
）
は
、
合
わ
せ
て
十
五
で
す
の
で
、 

 

こ
の
十
五
で
割
る
と
、
千
四
百
五
十
五
石
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
一
年
分
の
本
高
で
す
。
ま
た
、
年
ご
と
の
物
成 

は
、
本
高
に
そ
の
年
の
取
り
分
（
割
合
）
を
掛
け
れ
ば
、

そ
れ
ぞ
れ
右
の
よ
う
に
分
か
り
ま
す
。 

②
右
の
高
、
千
四
百
五
十
五
石
に
、
そ
の
物
成
の
米
六
升

の
と
き
は
、
高
千
四
百
五
十
五
石
に
六
升
を
掛
け
れ
ば
、

八
十
七
石
三
斗
と
分
か
り
ま
す
。
四
升
、
五
升
程
度
と
い

っ
て
も
、
本
高
に
掛
け
れ
ば
い
い
の
で
す
。 

右
の
物
成
七
百
四
十
二
石
五
升
を
納
め
る
時
に
、
口
米

（
年
貢
以
外
の
付
加
税
米
）
で
も
一
石
に
つ
き
三
升
と
定

め
て
い
る
。
先
の
物
成
へ
三
升
を
掛
け
れ
ば
、
二
十
二
石

二
斗
六
升
一
合
五
勺
と
な
り
ま
す
。 

③
二
十
石
納
め
る
と
き
に
、
口
米
を
差
し
引
く
と
き
は
、

一
・
〇
三
で
二
十
石
を
割
れ
ば
、
十
九
石
四
斗
一
升
七
合

と
な
り
ま
す
。
こ
の
一
・
〇
三
で
割
る
の
は
、
口
米
と
本

高
米
と
を
合
わ
せ
て
一
石
三
升
だ
か
ら
で
す
。
二
十
石 

現
代
語
訳 
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解説と解法 

 

 まず、「物成」とは、「年貢」 

のことです。また、「本高」と 

は、「実質の石高」のことです。 

そして、「五つ一分取」などの 

言い方は、「５，１分を取る」 

ということを表した言い方で 

す。 

１年目：５．１ 

２年目：４．５ 

 ３年目：５．４   

計１５．０・・・これが３年間の取り分の割合です。 

３年間の年貢量全体は、２１８２石５斗なので、年ごと

の割合をかければ、各年の年貢の量が出ます。 

１年目：２１８２．５石÷１５×５．１＝７４２．０５石 

２年目：２１８２．５石÷１５×４．５＝６５４．７５石 

３年目：２１８２．５石÷１５×５．４＝７８５．７０石 

  計               ２１８２．５ 石 

３年間の割合が１５なので、 

 ２１８２．５÷１．５＝１４５５石・・・本高です 

ここまでが①です。 

 

に
は
六
斗
（
一
石
に
付
き
三
升
だ
か
ら
）
で
す
が
、
口

米
で
も
少
し
違
い
が
あ
る
故
で
す
。 

歌
に 
そ
れ
米
と
は 

高
に
か
け
ぬ
る 

算
な
ら
し 

三
升
の
口
は 

か
く
る
物
成 

同 
 

口
米
は 
そ
と
な
り 

内
て
引
口
は 

三
升
の
も
の
に 

二
升
九
合
一 
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 ②にうつりましょう。 

 ①で本高１４５５石と出ましたが、物成（年貢）の割合

が分かっている場合の物成の高を求める場合です。 

 １４５５石にその割合をかければ、物成の高が分かると

いうことですね。 

 １４５５×０．６＝８７．３石 

         ＝８７石３斗 

 割合が、４升、５升でも同じですとまとめています。 

 また、物成７４２石を納める時に、口米は１石につき３

升と定めている（３％ですね）ので、物成の高に３升をか

ければ口米の高が出ますと書いています。 

なお、口米とは、現代語訳の所にも（ ）で書いていま

すが、年貢以外の付加税となる米のことで、いってみれば

役人の手数料とでもいえるものですね。 

 

③です。 

 今度は、２０石を納める場合ですが、口米を差し引いて

年貢として納めるので、先にあった口米の割合３％を引く

ために、物成を１．０３で割れば出ます。 

 ２０÷１．０３＝１９．４１７４７５・・・ 

        ≒１９．４１７ 

        ＝１９石４斗１升７合 

となります。 
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【別解】 

３年分の年貢 ２１８２石５斗 

 １年目：５２．１分取り  ７４２石０５斗 

 ２年目：４２．５分取り  ６５４石７５斗 

 ３年目：５２．４分取り  ７８５石７斗 

 

    １５．０分    ２１８２石５斗 

 （３年の取り合わせ）  （三口物成） 

２１８２．５÷１５＝１４５５石・・・１年分の平均 

                  （実質の石高） 

 

１年目 

 

 

 

 

 

 

 

７４２．０５：ｘ ＝０．５１：１ 

０．５１ｘ ＝７４２．０５ 

       ｘ ＝１４５５ 

 

 

 

 

 

ｘ石 

１ 

0.51 

742.05 石 
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２年目 

 

 

 

 

 

 

 

６５４．７５：ｘ ＝０．４５：１ 

   ０．４５ｘ ＝６５４．７５ 

       ｘ ＝１４５５ 

 

 

３年目 

 

 

 

 

 

 

 

７８５．７：ｘ ＝０．５４：１ 

  ０．５４ｘ ＝７８５．７ 

     ｘ ＝１４５５ 

 

 

 

ｘ石 

１ 

0.45 

654.75 石 

 

ｘ石 

１ 

0.54 

785.7 石 
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３年分 

 

 

 

 

 

 

 

 ｘ：２１８２．５＝１：１．５ 

   ２１８２．５＝１．５ｘ 

       ｘ ＝１４５５ 

 

１４５５×３＝４３６５（石）・・・３年分の本高 

 

 

 

 

 

2182.5石 

石 

1.5 

1 

 

x 
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注１：新刊算法起の原本（写真）は、下浦康邦

氏の下浦文庫のものを使用しています。他

ページ分もすべて同様です。 

注２：田原嘉明は医師だったかもしれませんという

ことについて、元東北大学理学部教授の平山諦

氏は、自著「和算の誕生」142 ページで「田

原嘉明は医術にも通じていた。寛文１２年には

『素問入式運気論奧』を出版した。」と書かれ

ています。また、元広島大学大学院生の中西隆

氏は、新刊算法起の抜文で田原嘉明氏が医術と

の関連でむすんでいることから、医師だろうと

推察しています。それらから、田原嘉明は医師

であった可能性はあります。 

注３：田の法３で割る・・・・歩の単位の値を、畝

や反の値に直すのに、３０または３００で割っ

て求めることをいう 

注４：かくれは・・・・・・・・掛ければ、つまり

「かけ算をすれば」ということ 

注５：三角の法０．４３４をかける・・ １辺の長さ

が分かっている正三角形の場合、その１辺の長

さの正方形の面積を出し、それにこの「０．４

３４」をかければ、正三角形の面積が出る。つ

まり、正方形の面積から正三角形の面積を出す

ための「定数」 
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注６：円法０．７９をかける・・・・円の直径を１辺

とする正方形の面積に、この「０．７９」をか

ければ、円の面積が出る。つまり、正方形の面

積から円の面積を出すための「定数」 

注７：左右に（おいて）かくれば・・・ その同じ数を

左右に置いてかける、つまりその数を二乗するこ

と（正方形の面積を出す場合など） 

注８：超えて・・・・・・空位つまりそこの位が「０」 

   例：１７間２尺超えて８分 

＝１７間２尺０寸８分 

注９：３尺１５３とは・・・３、１５３尺＝３尺

１分５厘３毛のように、単位のついている

数までが整数で、その後の単位のついてい

ない数は、小数点以下の数を表している 

注１０：長
ちょう

・・・・平面図形の場合、「長」と

いえば長い方の辺のことを指す 

 

 

 

 

注１１：帯割り・・図形を、縦に分割すること 

               

 

 

よこ 

長 
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注１２：切積・・・・「切り積み」のことで、図

形を上に積むように分割をすること 

 

 

 

 

注１３：長さの単位の換算 

 尺 ⇒ 間 ・・・０．６５を掛ける 

      ５尺×０．６５＝３．２５間 

 間 ⇒ 尺 ・・・０．６５で割る 

     ５間÷０．６５＝７．６９２３・・・ 

            ≒７．６９尺 

注１４：坪・・・中国などから入ってきた面積 

 の単位が「歩
ぶ

」で、人が２歩歩いた距離の 

平方の面積を表している。土などの体積も 

「坪」で表す 

注１５：水坪・・・・・水の体積 

 

注１６：平坪・・・・・水などの表面積 

 

注１７：本坪・・・・・土や石、水などの立体

物の体積 

注１８：積・・・・・・体積のように嵩を積む 

     ことをいう 
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注１９：上口・・・四角形の上部の辺のことで、

台形でいえば「上底」にあたる 

注２０：ね口・・・四角形の下部の辺のことで、

台形でいえば「下底」にあたる。堤の場

合は「ね置（根置）」という 

 

注２１：長さ・面積・体積の換算 

 長さ 

  町：１町＝６０間（約１０８m） 

  間：１間＝６尺５寸（約１．８m） 

後に６尺に 

  尺：１尺＝１０寸（約３０．３cm） 

  寸：１寸＝１０分（約３cm） 

  分：１分＝１０厘（約３mm） 

  厘：１厘＝１０毛（約０．３mm） 

  毛：１毛＝１０糸 

 面積 

  町歩：１町歩＝１０反歩（約９９．２アー

ル＝９９２０m2） 

  反 ：１反 ＝１０畝（約９９２m2） 

        ＝３００坪 

  畝 ：１畝 ＝３０歩＝３０坪 

  歩 ：１間四方＝１坪 
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 体積 

  石：１石＝１０斗（約１８０ℓ） 

  斗：１斗＝１０升（約１８ℓ） 

  升：１升＝１０合（約１８０cc） 

  合：１合＝１０勺 

  勺：１勺＝１０抄 
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田原嘉明の和算・・・「おわりに」にかえて 

 新刊算法起は、上巻２５章、下巻２１章からなる江戸時

代初期の数学の研究書です。その内の第１０～第１４まで

の 5章について解読をしただけです。したがって、タイト

ルには「世界」と付いてはいますが、田原嘉明の全貌を解

明したとは到底言えません。そこはお叱りを受けることを

覚悟しつつ、今後、「世界」に少しずつ近づけていければ

と思っています。 

 さて、本文でも見られたように、この「新刊算法起」の

問題は、単発的な課題に対して向き合っただけではなく、

１つの課題、例えば第１２の「池ノ水積」のように、池の

表面積を求めたり、池の深さを知る方法を説いたりして池

の水量を計算したり、池を造る際の堤に必要な土の体積の

見積もりを出したり、この池からどの広さまでの田に水を

入れられるかを求めたりと、池をめぐる様々な課題が解決

できるように、その方法を具体的に説いています。 

 また、次の第１３では、土を土場から工事現場まで運ぶ

ために必要な人数を求めたり、土の量が決まっていて、そ

の土で家の塀を造る場合の塀の長さや厚さを求めたりと、

具体的な場面をつくって、具体的に解法を説いています。 

 工事をする側としては、こういう書物があると本当に助

かるに違いありません。この書物に従って工事を進めると、

従来、親方の勘に頼ってきたところがきっちりと数値が出

て、無駄なく工事を終えることができるでしょう。 

 まだ緒に就いたところで、新刊算法起の全貌は解明して

おりませんが、おそらくこの書全般にわたってこのような
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思想の下に解かれていることだと推察いたします。このこ

とが、田原嘉明の人間性といいますか、課題性といいます

か、書を活用する人の立場に立ったものの考え方をされる

方だと思います。このあたりは、「和算との出会い」で書

いた田原が医師であることと結びついているのかもしれ

ません。医師は患者の立場にたったものの考え方をするも

のですし、医師としてもおそらくは「医は仁術なり」を実

践してこられた方だったのでしょう。 

 この書を読み進め解読するにしたがって、田原嘉明の人

間性を感じることができてきましたし、今後もこれを引き

続き読み進めることに意欲が増してくる気がいたします。

また、機会がありましたら、この「田原嘉明の世界」の続

編をまとめたいと思っています。 

 なお、本書１ページ目の漫画「矢車剣之助」の中で「二

一天作の五」という言葉が出てきますが、これは「２で

10を割ると５になる」という割算の九九のことです。 

 最後になりましたが、著者はまだまだ未熟者でしてしっ

かりと原文を読めていないところが多々あると思います。

もし読まれて気になるところや間違いなどがありました

ら、お教えいただきたく存じます。今後ともよろしくお教

えいただきますように御願い申し上げます。 
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堺市立中百舌鳥小学校、堺市立浅香山小学校 

昭和６１（１９８６）年、堺市教育委員会勤務 

学校指導課、総務課、教育研究所、教育政策課 

平成１０（１９９８）年、小学校教頭として勤務 

堺市立市小学校、堺市立浜寺石津小学校 

和泉市立緑ヶ丘小学校、堺市立竹城台東小学校 

平成２０（２００８）年３月退職。 

平成２０（２００８）年４月、堺・中・西・北区役所にて非常勤で

就学相談担当 
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